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事業種

別 
(1)-① トレイルの整備・維持管理事業 

事業 

番号 
(1)-①-1 

事業名 

業務名 

地球環境基金助成事業 

期間 令和 6 年 4 月１日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 地球環境基金 

関係団

体 

NPO 法人 体験村・たのはたネットワーク、一般社団法人浄土日和、一般社団法人大

船渡市観光物産協会、階上町、釜石市、大槌町、八戸自然保護官事務所、大船渡自

然保護官事務所ほか 

担当者 業務主任：松川亮太 業務補佐：岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

（１）整備・維持管理事業 

みちのく潮風トレイル（以下、MCT という）における環境配慮型整備の考え方を理解した人材が

増え、その方法によって整備されたトレイルを歩ける状態が維持されていることを目標に、以下の

活動を実施した。 

活動 1 環境配慮型の整備に係る指針と手法を確立する 

活動 2 上記指針と手法を普及、実践する人材を養成し、実践体制を確立する 

活動 3 整備活動を持続させるために、収益化を図る 

（２）みちのく潮風トレイル調査事業 

また、上記事業とは別に、地球環境基金の助成金を活用し、北のターミナス（青森県八戸市蕪

島）から南のターミナス（福島県相馬市松川浦環境公園）までトレイル全線をハイキングマップッ

ク、データブックを使用しスルーハイキングし、みちのく潮風トレイルの調査を実施した。調査は

ハイカーの伊東大輔氏に依頼した。 

 

【目的】 

（１）整備・維持管理事業 

近年の気候変動に対応し、かつ環境に配慮しながら、MCT を常に歩ける状態に維持するため

の整備を行うことを目的とした。 

（２）みちのく潮風トレイル調査事業 

みちのく潮風トレイルのハイキングの質を向上させることを目的に、トレイル全線の路体調査並び

に利用者、各施設等について調査を実施した。 

 

【実施内容】 

（１）整備・維持管理事業 

〇活動 1 「みちのく潮風トレイル 保全ガイドライン」の策定 
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「みちのく潮風トレイル 保全ガイドライン」完成版を策定した。 

〇活動 2 「みちのく潮風トレイル 保全ガイドライン」の普及 

「保全ガイドライン」普及のため、「整備実地研修会」を 4 回（八戸市、北杜市、久慈市、新地

町）開催し、整備リーダーを育成した。 

〇活動 3 整備活動を持続させるための収益化 

整備モニターツアーを 1 回開催した（参加者 6 名） 

（２）みちのく潮風トレイル調査事業 

  〇ハイカー調査 

トレイル上で出会ったハイカーについて、人数、出会った場所、スルーハイクかセクションハ

イクかなどを記録した。スルーハイカーは歩いている向き、セクションハイカーはこれまで歩

いた場所や距離などを確認した。 

〇路体調査 

路体の安全面、利用面、環境面について調査・記録した。 

(ア)安全面（倒木、崩落、工作物の老朽化など） 

(イ)利用面（草刈り、マーカー・道標、ステップの埋没など） 

(ウ)環境面（ガリーの発生、ゴミの放置、外来種など） 

〇マップブックやデータブックの変更点精査 

マップブックやデータブックの変更点（地形、GPS、各施設・商店等）について調査・
記録した。 

 

新地町での整備実地研修会の様子 

 

大槌町での整備モニターツアーの様子 

考察、及び今後の展開 

令和７年度は、「みちのく潮風トレイル保全ガイドライン」をホームページ等で公開し本格運用す

る。また、「整備実地研修会」などを通じて、引き続きリーダーの数を増やし、一人ひとりが環境配

慮型整備を広める技術を習得することを目指す。本事業の活動内容を、トレイル沿線の整備活

動関係団体に共有し、各団体が独自に整備活動を展開されるよう支援する。 

また、トレイル調査に関しては、路体調査結果だけでなく、ハイキングマップブックやデータブック

の掲載方法やハイカーが楽しく歩けるようなアイデアまで多くの検討がなされた。ハイカー目線

での情報は非常に有益であるため、今後も継続して実施する。今後は調査以外にも、ハイカー

に対する Leave No Trace の普及活動なども含めていくことを検討する。 

事業費 

 

（助成金）5,000,000 円 

（自己資金）713,688 円 

経費 

（人件費含む） 

5,713,688 円 売上 0 円 
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事業種別 (1)-① トレイルの整備・維持管理事業 
事業 

番号 
(1)-①-2 

事業名 

業務名 

第一生命保険株式会社主催 みちのく潮風トレイル一斉イベント開催支援 

期間 令和 6 年 10 月 5 日、10 月 12 日 

委託元  

関係団体 第一生命保険株式会社  

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美  

実施内容 

【事業概要】 

第一生命保険株式会社が主催するみちのく潮風トレイル（以下、「MCT」という）を活用したイベン

トの開催支援を行った。トレイル沿線各地の営業所が中心となり企画募集をし、社員やその家族、

顧客や地域住民の方々がクリーン活動やウォーキングイベントに参加した。 

 

【目的】 

「地域貢献及び SDGｓの観点から企業を挙げて MCT を応援したい」と、令和 3 年度より第一生命

株式会社によるこの取組みが始まった。その後、沿線のいくつかの営業所から当法人の応援会員

（団体）の申込があり、継続的に支援していただいている。MCT 憲章にある「皆で育てる道」という

一文の通り、トレイル沿線で事業を行う企業との連携によって、地域での MCT の持続可能な整備

体制の構築及び利用促進に繋げることを目的としている。 

 

【実施内容】 

令和 6 年度はトレイル上の 4 か所において、10 月 5 日（土）及び 12 日（土）に開催された。イベ

ント前には事務局長の相澤が第一生命の幹部や営業職員に対して、MCT の概要や理念を説明

し、継続して協力いただいていることに謝辞を述べ、「この道を一緒に育てましょう」と呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  オンライン朝礼に相澤が参加した時の様子 
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考察、及び今後の展開 

 MCT の沿線に点在する第一生命の営業オフィスに応援会員になっていただき、社員とお客様と

で営業エリア内のトレイルルートを清掃していただく取り組みは 4 年目を迎えた。今回は、業務の

都合でイベントに職員が参加できなかったが、地元企業との連携は地域の方々に向けてトレイル

の周知や理解を促すことに繋がるので大切にしたい。第一生命は毎年 10 月にこのイベントを定期

開催する予定なので、今後も積極的に関わり一緒に取り組んでいく。 

事業費 

 

0 円 経費 

（人件費含む） 

0 円 売上 0 円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-1 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター管理運営等業務 

（3）みちのく潮風トレイル全線の運営に関する業務、（4）みちのく潮風トレイル名

取サテライト区間の運営に関する業務、（5）みちのく潮風トレイル安全対策に係る

対応、(6)報告書の作成 

期間 令和 6 年 4 月１日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 運営計画構成員 

担当者 業務主任：松川亮太  業務補佐：岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会事業基本計画」事業１に基づき、サテ

ライトと連携して、トレイル全線の運営にあたった。業務実施後、四半期毎に報告書としてまと

め、委託元に提出した。（事業(1.7)-1 でも同基本計画の事業１を実施している） 

【目的】 

MCT 全線及びみちのく潮風トレイル 名取トレイルセンタの運営を円滑に実施し、MCT が地域

やハイカーと共に育てられ成長すること、結果、東北沿岸の振興に資する持続可能なトレイルと

して東北沿岸に根付くことを目的とし本事業を実施した。 

【実施内容】 

① トレイル沿線の情報収集及び発信 

トレイル全線の情報を収集するため、構成員に一斉巡視等を依頼し、サテライト経由でその

情報及び適宜必要な情報を収集した。収集した情報は整理し、運営上有益な情報は、サテ

ライトを経由し、路線管理者に情報共有を行った。対応が必要な場合は、東北地方環境事

務所担当官またはサテライトを経由し、路線管理者に対応を依頼した。 

② 地域連絡会の開催 

運営計画に基づき、トレイルの運営に関しての課題や情報共有を図るため、サテライトと協

力して、各管轄区間の県、市町村を参集し、地域連絡会を開催した。 

③ サテライト連絡会の開催 

運営計画に基づき、トレイル全線を運営していくための課題や情報の共有、運用方針につ

いて協議するため、サテライト連絡会を２回開催した。 

④ 国立公園管理事務所、国立公園管理官事務所、自然保護官事務所との打ち合わせの実施 

運営計画に基づき、トレイル全線を運営していくための課題や情報の共有、運用方針につ

いて管理官事務所等と協議するため、打合せを２回開催した。 

⑤ トレイル沿線で翌年度実施予定のイベント情報の収集 

年度末に運営計画構成員から、次年度トレイル沿線で実施予定のイベント情報を収集し取

りまとめ、HP で発信した。 
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⑥ みちのく潮風トレイル名取サテライト区間の運営に関する業務 

宮城県東松島市～福島県相馬市までのサテライト管轄区間における情報を関係者から直

接収集集約し、関係者と情報共有を行うとともに、適宜現地を確認し、情報収集を行った。 

⑦ みちのく潮風トレイル安全対策に係る対応 

各自治体の消防と警察に、みちのく潮風トレイルのマップとデータブックを配布し、自治体担

当者とともに、トレイルルートについて説明を行うことで、ハイカーの道迷い時の救助等が円

滑に行えるように対応した。また、ヒアリング内容をもとに、事故があった場合の対応マニュア

ル、連絡フロー図など作成した。 

⑧ 報告書の作成 

上記業務を実施後、四半期毎に報告書としてまとめ、委託元に提出した。 

 

 
 

収集した情報は適宜 HP にて発信した 

 

サテライト連絡会の様子（久慈市にて実施） 

考察、及び今後の展開 

運営計画構成員やハイカー等の協力のもと、トレイル全線に関する情報の収集、名取トレイルセ

ンター等での情報発信など、円滑に進めることができた。令和 7 年度においても適正かつ効果

的に事業を実施する。 

事業費 

（受託金額） 

9,552,763 円 経費 

（人件費含む） 

8,392,810 円 売上 1,159,953 円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連携事

業 

事業 

番号 
(1)-②-2 

事業名 

業務名 

地域事業者との連携（ウェブ会議） 

期間 令和 6 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 各サテライト運営組織 

担当者 業務主任：松川亮太   業務補佐：岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル運営計画」に定められたサテライト施設を運営する組織やその他トレイル

関連事業を協働する組織との情報共有や課題等を協議するために、月一回程度を目安にウェ

ブ会議を開催した。 

【目的】 

広域連携の取り組みである MCT の運営に関して、より主体的な立場であるサテライト施設の運

営団体と、さまざまな取り組みを円滑に進めるためには信頼関係と連携体制の構築が不可欠で

ある。定期的に各団体が持つ各地の最新情報、取り組み状況、課題等共有し、中長期的にトレ

イル全線の利用推進に必要な取り組みを見極めることを目的とし、ウェブ会議を開催した。 

【実施内容】 

4 月 18 日（木） 9:15～ 近況報告、5周年関連事業などについて 

5 月 8 日（水） 9:15～ 近況報告、マップブックとデータブック改定などについて 

9 月 5 日（木） 9:15～ 近況報告、IP計画策定事業などについて 

10 月 16 日（水） 9:15～ 近況報告、安全対策事業などについて 

11 月 13 日（水） 9:15～ 近況報告、企業連携などについて 

12 月 9 日（月） 9:15～ 近況報告、地球環境基金事業などについて 

1 月 22 日（水） 9:15～ 近況報告、サテライト施設運営事業者変更などについて 

 

考察、及び今後の展開 

年 2 回開催しているサテライト連絡会とともに、このウェブ会議は、サテライト施設を運営する地域

団体間との情報共有や課題解決に向けた協議の場として、非常に有益であるため、今後も継続

して開催する。統括本部としてトレイル運営に取り組むだけではなく、東北沿岸の歩く旅の文化

を醸成させることを目的とする当法人として、地域事業者への適切な情報提供と資金的サポート

を常に意識し取り組む必要があると考える。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 

 
  



 

8 
 

事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整・連

携事業 

事業 

番号 
(1)-②-3 

事業名 

業務名 

令和６年度みちのく潮風トレイル専用の渡船事業活性化業務 

期間 令和７年１月 14 日〜令和７年 3 月 14 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 みちのく潮風トレイル関係自治体、その他関係地域団体・個人 

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

本業務は、みちのく潮風トレイルの専用渡船航路（宮城県東松島市宮戸〜塩竈市寒風沢島）の

継続的な運用と魅力向上を目的に、（1）業務計画書の作成、（2）関係者の連携強化に向けたヒ

アリング及び意見交換会の実施、（3）渡船乗り場表示の設置、（4）打合せ協議の実施、（5）報告

書の作成及び提出を行った。 

【目的】 

渡船航路は地域漁業関係者の協力を得て運航されており、近年では外国人や団体客の利用も

増加傾向にある。今後の継続的な運航と利便性向上のためには、関係者間の連携強化や情報

共有、設備面での改善が必要であることから、本業務では関係者との意見交換、必要な表示整

備、安全設備義務化への対応検討等を通じて、渡船事業の持続的運営を目指すことを目的とし

た。 

【実施内容】 

① 業務計画書の作成 

業務開始時の打合せにおいて業務計画を策定し、環境省担当官と協議のうえ承認を得た。 

② 関係者の連携強化に向けたヒアリング及び意見交換会の実施 

東松島市・塩竈市・渡船運航者とのヒアリングおよび意見交換会を計４回実施。運行状況、

安全設備の義務化、予約方法、今後の運航方針、船賃改定、次世代担い手の育成など多

岐にわたる議題について意見を集約した。 

③ 渡船乗り場表示の設置 

宮戸側の乗り場に、耐久性・視認性の高いステンレス製看板を設置。「要事前予約」の表記

を追加し、利用者の誤解を防止する内容とした。設置にあたっては管理者である東松島市の

許可を得た。 

④ 打合せ協議の実施 

業務開始時・中間時に担当官との打合せを行い、各工程での進捗確認と対応事項の整理を

行った。 

⑤ 報告書の作成及び提出 

上記業務内容を踏まえ、所定の報告書を作成・提出した。 
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意見交換会 

 

看板設置 

考察、及び今後の展開 

業務を通じて、渡船事業の現状課題を整理し、安全設備対応や運行時期の調整、連絡方法の

改善等に向けた議論が進展した。今後は、地域内での理解促進と持続可能な運営体制の構築

に注力し、関係者間の協力体制をさらに強化していく必要がある。 

事業費 

（受託金額） 

947,650 円 経費 

（人件費含む） 

905,780 円 売上 41,870 円 
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事業種別 
（1.2）トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連

携事業 

事業 

番号 
(1)-②-4 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイルサポーターズ 

期間 令和６年 4 月 1 日〜令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 MCT 沿線事業者 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

MCT 沿線において、ハイカー向けの特別なサービスやサポートを提供する地域事業者や施設

が増加している。これらの情報を取りまとめ、当法人 HP において「みちのく潮風トレイルサポータ

ーズ」として情報発信を行っている。 

【目的】 

地域事業者や施設によるハイカーへの特別なサポートは、「MCT を盛り上げていきたい」「ハイカ

ーとの交流の機会を持ちたい」等の、地域の方々のご厚意で行っていただいているものだが、こ

れらの情報をハイカーに届け、地域の方とハイカーの一層の交流の機会となるとともに、ハイカ

ーが計画を立てる際の一助となることを目的に、当法人 HP での情報発信を行っている。 

【実施内容】 

① HP での情報発信 

「みちのく潮風トレイルサポーターズ」は令和 3 年度から HP への掲載を開始しており、令和

６年度は新たに以下の 17 事業者に登録頂き情報発信を開始した。 

(ア) 洋野町／ゲストハウス はまなす亭／給水、トイレ、充電、休憩など 

(イ) 田野畑村／明戸キャンプ場／給水、トイレ 

(ウ) 宮古市／民宿 治郎兵衛家／給水、トイレ 

(エ) 宮古市／渚泊 海のみやこ／給水、トイレ、宿泊者への各サービスなど 

(オ) 山田町／オラ！タコス／給水、トイレ、充電 

(カ) 大槌町／芳賀鮮魚店／給水、トイレ、充電、休憩 

(キ) 釜石市／民宿 前川／給水、トイレ、充電、宿泊者への各サービスなど 

(ク) 釜石市／多田旅館／給水、トイレ、休憩 

(ケ) 気仙沼市／NPO 法人 浜わらす／給水、トイレ、休憩 

(コ) 南三陸町／道の駅さんさん南三陸／荷物預かりなど（有料） 

(サ) 南三陸町／まるいち商店／給水・お湯、トイレ 

(シ) 南三陸町／たみこの海パック／トイレ 

(ス) 南三陸町／神割崎キャンプ場／給水、トイレ、充電 

(セ) 女川町／あがいんステーション／給水、充電、テント（有料） 

(ソ) 石巻市／鮎川ハウス／給水、トイレ、充電、休憩など 
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(タ) 石巻市／民宿 みなみ荘／給水、トイレ、充電、宿泊者への各サービスなど 

(チ) 相馬市／ホテルみなとや／宿泊者への各サービスなど 

② サポーターズ施設訪問 

地域連絡会やサテライト連絡会、その他イベント時等、職員が各地を訪れる機会に合わせ

て、サポーターズ施設や HP への情報発信を希望する施設を訪問した。 

考察、及び今後の展開 

現在 26 市町村の 107 事業者を HP にて情報発信している。事業者の方々に迷惑がかからない

ようハイカーのマナー啓発にも取り組んでいる。事業者とハイカーが主体的に独自のハイキング

イベントなどを開催されており、地域に賑わいをもたらしている。また、各自治体担当者やサテラ

イト施設職員から地元の事業者にお声掛けいただきサポーター施設に応募いただくケースも増

えている。登録がまだ無い残り３市について自治体などと協力し事業者への声掛けを行っていき

たい。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-5 

事業名 

業務名 

文教大学との連携 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 文教大学国際学部 海津ゆりえ研究室 

関係団体 トレイル沿線の事業者、みちのく潮風トレイルのハイカー 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板谷学  

実施内容 

【事業概要】 

文教大学国際学部海津先生研究室との連携事業。学生が、MCT ハイカーや地域の方にインタ

ビューを行い、実際にみちのく潮風トレイルを歩いて冊子をまとめた。令和 5 年度に引き続き 3

年目の実施となる。 

【目的】 

エコツーリズムを学ぶために、MCT について研究する。 

【実施内容】 

令和 6 年度は、トレイルに関わる沿線の方々をインタビュー先として紹介するというコーディネー

ターの役割として関わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成した冊子 「学生が見た、歩いた、聴いた MCT の旅 2024」 

考察、及び今後の展開 

「学生が見た、歩いた、聴いた MCT の旅 2024」には、今年度の学生達が実際に歩いて書いた

体験記「てくてく編」、昨年度に実施したインタビューを実施した「もしもし編」、学生さんと運営団

体スタッフとの座談会の「ワチャワチャ編」で構成されている。インタビューはオンラインで実施さ

れたが、今回の冊子は MCT を歩ける喜びが生き生きとした文章から伝わってくる。名取トレイル

センターの図書コーナーにも配架したので多くの方に手に取って読んでいただきたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

（人件費含む） 

0 円 売上 0 円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-6 

事業名 

業務名 

SOMPO 環境財団 CSO ラーニング制度大学生インターンの受け入れ 

期間 令和 6 年 6 月 1 日～令和 7 年 1 月 31 日 

委託元 公益財団法人 SOMPO 環境財団 

関係団体  

担当者 業務主任：板橋真美   業務補佐：晴山功、板谷学  

実施内容 

【事業概要】 

「CSO ラーニング制度」は、大学生・大学院生が環境問題に取り組む CSO（市民社会組織、NPO・

NGO を包含する概念）で 7 ヶ月間のインターンシップを経験する制度。当法人は宮城地区の受入

れ団体として登録をしている。 

【目的】 

インターン生には名取トレイルセンターでの業務を通して、みちのく潮風トレイルやトレイルが通る

沿岸地域の魅力を知り、また、環境保全についても学べる場を提供することを目的とする。 

【実施内容】 

令和 6 年度は、インターン生 1 名（大学 2 年生・日引英舜さん）を受け入れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   展示 「みちのく うまいもの 大集合！」の完成    ミニプロジェクトで仲間と記念撮影 

考察、及び今後の展開 

日引さんには、週に 1 日 3 時間程度、センターでの職員の業務サポートを中心に活動を行ってい

ただいた。また、「数珠つなぎハイキング」にも 2 回参加し、安全管理などを担当した。後半はセン

ター内に「トレイル沿線グルメ」の展示を制作した。また、業務外ではあるが、宮城地区の別団体

でインターンをする仲間を誘い、ＭＣＴの名取市区間をハイキングするミニプロジェクトも行った。 

SOMPO 環境財団の CSO ラーニング制度は、損保ジャパンにお勤めの会員さんからご紹介いた

だいたものであり、ご縁に深く感謝している。長期インターンを受け入れることが初めての職員にと

って良いチャレンジとなった。今後も継続してインターンを受け入れて行きたい。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

売上 (1)-⑦-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連

携事業 

事業 

番号 
(1)-②-7 

事業名 

業務名 

中学生職場体験受入れ 

期間 令和６年 11 月 13 日～14 日 

委託元 仙台市立袋原中学校 

関係団体 仙台市立袋原中学校 

担当者 業務主任：板橋真美   業務補佐：板谷学、晴山功、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

隣接する仙台市の中学校生徒の職場体験学習の受入れを行った。MCT や歩き旅の文化、魅

力を知ってもらい、窓口業務で来館者への対応や施設整備の作業を行った。 

【目的】 

地域の一員である私たちが、教育機関と連携して教育に携わり、子供たちに、地域の魅力やそ

れを支える人の生き方（仕事）に触れることで、ふるさとに対する理解と愛着、地域の担い手とし

ての自覚を持ってもらうことを目的とする。 

【実施内容】 

１日目：オリエンテーション（MCT と名取トレイルセンターについて、環境省業務の紹介（名取自

然保護官事務所アクティブレンジャーに協力頂いた）） 

窓口業務体験（接客、電話対応、館内整理・清掃） 

２日目：MCT を家族や友達に知ってもらうためのキャッチコピーを考える、清掃活動、 

野外活動体験 

① オリエンテーション 

 

② 海外のロングトレイルについて 

 

③ MCT のキャッチコピーを考える 

 

④ 野外活動体験 
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考察、及び今後の展開 

オリエンテーションでは、ロングトレイルや、みちのく潮風トレイルはどのようにして出来たかを分

かりやすく伝え、別用務で来館していた環境省アクティブレンジャーから環境省の仕事内容を聞

いてもらい、自然に携わる仕事の楽しさを知ってもらった。また、アメリカには半年間かけて歩き

旅をするロングトレイルがあるということ知って驚いている様子だった。トレイルセンターでの来館

者や電話での対応を模擬体験や館内清掃を行うなど日常の業務を体験してもらった。２日目に

は友達や家族に MCT を分かりやすく伝えるためのキャッチコピーを子ども達の目線で考えても

らった。後日、生徒から届いた手紙には、「名取トレイルセンターの皆さんのお役に立てて良かっ

た」「二日間で学んだことを今後の生活に生かしていきたい」などという感想が書かれていた。来

年度以降も要請があれば是非子ども達の受け入れを行いたい。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

経費 

(人件費含む) 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

売上 (1)-⑦-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-8 

事業名 

業務名 

他企業・団体との連携 

（日本航空東北支社・リーブノートレースジャパンとの連携協定締結） 

8 期間 令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 ＮＰＯ法人リーブノートレースジャパン 

日本航空株式会社 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美、晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

日本航空東北支社は、基本戦略「グリーンロード」として、「にぎわいの道」「豊かさの道」「幸せの

道」の３つの道を掲げており、MCT はその全てに通じるものであるということから昨年度より支社

をあげてトレイルの認知拡大、東北への誘客強化を目指すため協力及び事業連携していただい

ており、今年度、連携協定締結を行った。 

リーブノートレースジャパンは、環境に対するインパクトを最小限にしてアウトドアを楽しむための

環境倫理プログラムである Leva No Trace（７原則）を普及する活動を行っており、当法人は MCT

を訪れるハイカーや整備などで携わる全ての人へ受入態勢強化の一環としてトレイルの持続可

能な運営を目指すことを目的とし連携協定締結を行った。 

【目的】 

MCT を守り育て、東北太平洋沿岸の地域振興に貢献するために各企業、団体と連携協定を締

結し、協力を頂きながら各種事業を実施する。また、ハイカーを含む MCT に携わる全ての人にト

レイル沿線の環境に配慮した活動の促進を図ることを目的とした。 

【実施内容】 

① NPO 法人リーブノートレースジャパンとの連携協定締結 

「リーブノートレース 広域普及協力団体連携協定締結」 

締結日 ： 令和６年８月 13 日 

目的 ： Leave No Trace（以下 LNT）の国際基準に基づき、環境に配慮したアウトドア活動

の促進を図るとともに、甲の統括する広域における LNT の普及と教化を推進する 

② 日本航空株式会社との連携協定締結 

「包括連携協定」 

締結日 ： 令和７年３月 25 日 

目的 ： 相互連携と協働により「みちのく潮風トレイル憲章」に基づいた取り組みを進めるこ

とで、「みちのく潮風トレイル」の発展に寄与することを目的とする。 
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リーブノートレースジャパンとの協定式の様子 

 

日本航空との協定式の様子 

 

考察、及び今後の展開 

今年度に協定締結したリーブノートレースジャパン、日本航空の２社の他、前年度には MCT の

ハイカーの利便性向上を目的として、みちのくハイカーズ、株式会社インアウトバウンド東北との

業務提携を締結しており、特に海外のハイカーからの行程計画、宿の問合せ等について、２社

を紹介し対応いただき、トレイル維持活動費用として売上の一部を寄付頂いている。今後も多く

の企業、団体と、トレイルに関わる各種事業を連携し進めていく。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

(人件費含む) 

0 円 売上 0 円 
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事業種別 
(1)-② トレイルに関わる各種事業及び連絡調整連携

事業 

事業 

番号 
(1)-②-9 

事業名 

業務名 

社内研修開催、外部講習会参加 

期間 令和 6 年 4 月 1 月～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

社内研修の実施および社外団体開催の講習会・研修会への参加 

【目的】 

各職員が新たな知識やスキルを習得し、日頃の業務効率化および質の向上を図るとともに、組

織力向上をさせることにより事業者としての社会的責任を果たす 

【実施内容】 

開催年月日 名称 内容 出席者 

（担当者） 

6/28～6/30 北杜山守隊整備

研修 

近自然工法による登山道整備の方法を

習得するための講習会に参加 

晴山、柳

田、岡 

7/3～7/4 

10/21～10/22 

1/20～1/21 

地球環境基金若

手 PL 研修 

事業やプロジェクトについて、目標達成に

向けた適切な戦略の策定や推進上の課

題の特定、適切なアクションを検討出来る

人材育成を目的とした研修会に参加 

松川 

7/18～7/19 

1/15～1/17 

LNT インストラク

ターレベル１講

習会 

LNT7 原則の理解とティーチングについ

て習得のため、LNT インストラクターレベ

ル 2 取得の講習会に参加 

松川 

板谷 

8/24～8/25 第 2 回日本山岳

保全サミット in 北

杜 

国内における各整備団体の整備活動の

状況や保全活動に関する情報収集を行

った 

松川 

9/3～9/4 ロングトレイルミ

ーティング 2024 

ロングトレイルやハイキングに関する講

演、シンポジウムに参加 

松川 

10/24～10/26 Trail 

Maintenance 

Meeting 2024 

国内のロングトレイル運営団体のトークセ

ッションや、アパラチアントレイルで整備活

動を行っている「ジョージア アパラチアン 

トレイル クラブ」のメンバーによるワークシ

ョップに参加 

松川 

10/28～11/1 LNT インストラク

ターレベル２講

習会 

LNT7 原則の理解とティーチングについ

て習得のため、LNT インストラクターレベ

ル 2 取得の講習会に参加 

松川 

11/16/～11/17 第 11 回 MON ミ

ーティング 

野外教育と地域の結びつきについてのト

ークセッションに参加し、野外体験活動に

ついての分科会のモデレータとして参加 

晴山 
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1/8～1/10 WAFA アドバン

スレベル講習会 

ハイキングイベントなど野外活動時の怪

我、病気に対応できるよう、WFAJ の野外

救命救急の資格取得のための講習会に

参加 

板谷、晴

山、松川、

柳田 

 

考察、及び今後の展開 

研修会、講習会に参加することにより各々のスキル、知識の向上が図れた。来年度はインストラク

ター資格を習得した職員が内部向けに研修会を開催し情報共有、横展開を図る。また、各職員

が現状に満足することなく各々が自己啓発に努める。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-③トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・

実施事業 

事業 

番号 
(1)-③-1 

事業名 

業務名 

日本博 2.0 受託事業 

期間 令和６年 5 月 1 月～令和７年 2 月 28 日 

委託元 文化庁 

関係団体 （株）日本航空、三陸ジオパーク推進協議会、（株）ボクスグラフ 

 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

文化庁より、令和６年度日本博 2.0 を契機とする文化資源コンテンツ創成事業「最高峰の文化資

源の磨き上げによる満足度向上事業」を受託し、国内はもとより特にインバウンド向けに、三陸沿

岸地域へ誘客と、みちのく潮風トレイルの歩き旅を通じて、三陸ジオパークなどに代表される三

陸沿岸地域の自然、文化、歴史に触れることで来訪者の満足度向上を図るため、旅行商品造

成、プロモーション、シンポジウムの開催などを行った。 

【目的】 

コロナ禍が明け以降、MCT に興味を持った外国人からの歩き方に対する問合せは年々増加し

ている。昨年に続き みちのく潮風トレイルが位置する東北沿岸の文化を磨き上げ、エリア一帯を

堪能し、訪日客の滞在時満足度の向上を目的とし、特に欧州むけの旅行商品造成と情報発信

を行った。昨年度は青森県～岩手県中部にて事業を実施したが、今年は岩手県南部～宮城県

にかけての地域を主な取組場所とした。 

【実施内容】 

① FAM トリップと旅行商品造成 ： 11 月 26 日～12 月 1 日 

欧州の旅行会社エージェント、インフルエンサーを招へいして FAM トリップを行い、MCT、

三陸ジオ、郷土芸能や食といった三陸に根付いた文化を体験できるインバウンド客向けの

旅行商品造成と海外メディアへの情報発信を行った。 

② JAL 国内線・国際線でのプロモーション ： 11 月～12 月 

日本航空東北支社と連携し、国内線・国際線機内誌（SKYWARD）への記事掲載と映画前

CM の放映を行った。 

③ 日本航空 Web サイトへのランディングページ掲載 

日本航空Ｗｅｂサイトに、三沢・花巻・仙台の各空港を起点とした、それぞれ２～４日間のモ

デルコースについてランディングページ（Web 広告）を作成し掲載した。 

④ 大都市圏での PR イベント ： １月 24 日～１月 25 日 

日本航空東北支社と連携し、ゴールデンルートである JR 京都駅にて MCT PR イベントを行

い、400 名程の来場者があった。 

⑤ 映像作品の国内外の映画祭への出展 ： ６月～２月 
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昨年度の同事業で製作したMCT とその沿線の文化資源を紹介する映像作品の編集と国内

外の映画祭への出展を行った。 

⑥ シンポジウム、エクスカーションの開催 ： 11 月 30 日～12 月１日 

三陸ジオパーク推進協議会、みちのく潮風トレイル関係自治体協議会と連携し、地元のイン

バウンド受入れの機運を高めるため、陸前高田市においてシンポジウムを開催した。１日目

は基調講演、パネルディスカッション、郷土芸能演舞、地元料理のお振る舞いを実施し、２

日目は陸前高田市内にて地元ガイド付きのモニターツアーを行った。 

FAM トリップの様子 

 

JR 京都駅での PR イベントの様子 

 

シンポジウムの様子 

 

モニターツアーの芸能体験の様子 

 

考察、及び今後の展開 

年々、海外からの MCT への問合せが歩き方だけではなく、交通アクセス、宿泊方法、荷物預か

りなど多種にわたり増えており、また、MCTを訪れている海外のハイカー数は着実に増加傾向に

ある。昨年度に当事業で造成した、MCT の歩き旅により三陸の歴史・文化・景観を体験するセル

フガイドツアー商品での訪問者は令和６年４月から 10 月の間で 216 名 1200 人泊の実績があり、

前年度比 230%で増加しており、今後も利用者の増加が見込まれている。 

令和７年度も引き続き当事業を実施し、より多くの世界の方々に三陸に訪れて頂くよう情報の発

信に努め、合わせて訪問するハイカーの満足度向上と、受入れ体制の強化についても他事業

者と連携して行っていく。 

事業費 

（受託金額） 

42,239,000 円 経費 

（人件費含む） 

42,239,000

円 

売上 0 円 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-2 

事業名 

業務名 

名取市受託事業「令和６年度 観察会業務」 

期間 令和６年 4 月 1 日〜令和７年 3 月 31 日 

委託元 名取市 

関係団体 宮城植物の会、那智が丘公民館、熊野那智神社、日本野鳥の会 宮城県支部 

担当者 業務主任：柳田真澄   業務補佐：松川亮太  

実施内容 

【事業概要】 

自然観察会を令和６年 4 月２７日（土）に名取市高舘山で開催し、野鳥観察会を令和７年 1 月１

９日（土）に名取トレイルセンターから名取川河口までを歩きながら実施した。多くの名取市民に

参加していただき、歩く楽しみと名取市の自然の豊かさ・大切さを知っていただくことができた。 

【目的】 

地域交流および野外活動教育。名取市の自然の中を歩きながら、地域の植物や野鳥に親しむ

ことで、自然を身近に感じてもらい、市民に自然の大切さを広めることを目的としている。 

【実施内容】 

① 自然観察会 

開催日：令和６年 4 月 2７日(土) 

講師：宮城植物の会 加藤氏、杉山氏 

参加者数：21 名 

② 野鳥観察会 

開催日：令和 6 年 1 月 19 日(土) 

講師：日本野鳥の会 宮城県支部 佐竹氏、小林氏 

参加者数：17 名 

 

① 自然観察会の様子(1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 自然観察会の様子(2) 
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② 野鳥観察会の様子(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 野鳥観察会の様子(2) 

  

考察、及び今後の展開 

本事業は令和６年度で４年目を迎えた。自然観察会、野鳥観察会共に例年好評をいただいて

おり、継続を望むご意見を多くいただいている。参加層はご高齢の方やお子様連れの方など老

若男女幅広い世代。アンケートの中には、他の場所や、他の観察対象を望む声があり、来年度

以降の検討課題とする。 

事業費 

（受託金額） 

612,260 円 経費 

(人件費含む) 

611,873 円 売上 387 円 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-3 

事業名 

業務名 

うつくしま浜街道観光推進会議/ふくしま浜街道トレイル 

期間 令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

委託元 福島県観光交流物産協会 

関係団体 宮城大学小沢研究室、合同会社マトイクリエイティブ、一般社団法人トレイルブレ

イズハイキング研究所、ふくしま浜街道トレイルアソシエーション 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：柳田真澄 

実施内容 

【事業概要】 

令和 2 年度より福島県新地町～いわき市までの 13 市町村で構成する協議体「うつくしま浜街道

観光推進会議」が中心となり、福島県浜街道地域にロングトレイル「ふくしま街道トレイル」（FCT）

を敷設する事業が開始された。令和 5 年 9 月 30 日（土）に同トレイルは海岸沿岸の一部を開通。

MCT の南端に続くトレイルになることから、みちのくトレイルクラブとして同トレイルの敷設開通に

協力した。令和６年度は維持管理を担う団体となる任意団体(令和 6 年 6 月時点)「ふくしま浜街

道トレイルアソシエーション」(FCTA)への協力を行った。 

【目的】 

MCT は東日本大震災の環境省の復興事業の一つとして進められた事業であり、このトレイルを

維持していくために「みちのく潮風トレイル憲章」が定められている。憲章の中には「震災をいつ

までも語り継ぐための記憶の道とします。」という一文が記されている。東日本大震災は地震・津

波・原子力災害が引き起こされた複合災害であるが、みちのく潮風トレイルは福島県相馬市がタ

ーミナスとなっていることから、原子力災害について歩きながら感じることはない。 

ふくしま浜街道トレイル（旧称：うつくしま浜街道トレイル（仮））が開通することで、２つのトレイルが

東日本大震災を語り継ぐための道となること、そして福島県浜通り地域にハイカーが訪れるきっ

かけとなることを目的に事業に取り組んでいる。 

【実施内容】 

① 定例担当者会議 

第 1 回令和６年６月 28 日（金）、第 2 回令和 7 年 2 月 10 日（月）に実施。福島県 11 市町

村、うつくしま浜街道観光推進会議 事務局いわき市、福島県観光物産交流協会、（一社）ト

レイルブレイズハイキング研究所、ふくしま浜街道トレイルアソシエーション(FCTA)、NPO 法

人みちのくトレイルクラブ(MTC)が参加。 

第 1 回では令和 2 年度から令和 5 年度までの事業報告、ロングトレイルについての説明、み

ちのく潮風トレイル事例紹介を行った。道標設置について、フットパスについて協議した。 

第 2 回では、令和 6 年度の取り組み、FCT ハイカーの紹介、補助金などの申請状況、FCTA

法人化の進捗について情報共有を実施。憲章・運営計画について、法人化について、

FCTA 令和 7 年度の事業計画について協議した。 
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② 道標管理者への許認可の取得 

環境省 東北地方環境事務所へ、新地町、相馬市に設置されている「みちのく潮風トレイル 

G 標識」へ FCT ステッカーを増設する許認可を取得した。順次設置していく。 

③ 運営計画・憲章素案の作成・協議 

令和 6 年 3 月運営計画・憲章素案を作成し、関係者に共有した。現在運営計画について、

ふくしま浜街道トレイルアソシエーション（FCTA）、いわき市、相馬市を交え検討中。令和7年

度中に決定をする予定で進行中。 

④ イベントの実施 

令和 6 年 11 月 30 日(土)にハイキングイベント開催。48 名参加。FCT の南の起終点である

いわき市勿来海岸をスタートし、大塚貝塚を目指す約 14.3km の行程。東京都、栃木県、福

島県、宮城県、山形県などからの参加となり、地元と県外からの参加者との交流が見られた。

イベント中では、地元住民との交流も見られた。 

⑤ 道標追加設置（いわき市のみ） 

令和 7 年 3 月 31 日時点で新たに 6 箇所設置した。 

⑥ NPO 法人ふくしま浜街道トレイルアソシエーション(FCTA)設立総会 

令和 6 年 11 月 1 日(金)に設立総会が開催された。相澤・柳田が出席した。 

イベントの様子（1） 

 

 

 

 

 

イベントの様子（2） 

イベントの様子（3） 

 

 

 

 

イベントの様子（4） 

考察、及び今後の展開 

ふくしま浜街道トレイルは令和 5 年 9 月 30 日（土）に海岸沿岸の一部を開通。内陸側のルート

開通に向けて事業が進められている。今後はふくしま浜街道トレイルアソシエーション（FCTA）に

運営・情報発信を引き渡していけるよう協力をしていく。FCTA は令和６年６月時点任意団体とし

て活動している。法人化に向けて準備中。ふくしま浜街道トレイルは MCT と接続することから今

後も連携して情報発信と歩ける状態の維持管理に協力していく。 

事業費 

（受託金額） 

1,998,920 円 経費 

(人件費含む) 

1,278,907 円 売上 720,013 円 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企画・実

施事業 

事業 

番号 
(1)-③-4 

事業名 

業務名 

八戸・十和田トレイル(仮称) 

名称検討会 

期間 令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

委託元 株式会社モディ 

関係団体 環境省東北地方環境事務所 十和田八幡平国立公園管理事務所、一般社団法

人トレイルブレイズハイキング研究所 

担当者 業務主任：相澤 久美   業務補佐：柳田真澄 

実施内容 

【事業概要】 

令和７年度に試験開通を目指しているロングトレイル「八戸・十和田トレイル(仮称)」の名称検討

会に令和７年２月５日(水)、同年２月１４日(金)計２回出席した。八戸・十和田トレイル(仮称)全線

を歩いたハイカーとして、名称について意見を提案した。 

【目的】 

「八戸・十和田トレイル（仮称）」はみちのく潮風トレイル最北端蕪島神社から近い八戸駅からスタ

ートする予定。蕪島神社から八戸駅間は約 15km と両トレイルを歩いて繋ぐことが可能な距離で

ある。両トレイルを歩くことで、東北の自然・文化をより広域に、連続性があるものとして感じること

ができる。みちのく潮風トレイル憲章にある「豊かな自然・文化を次世代へと受け継ぐ道としま

す。」をより広域にすることを目的として事業に取り組んだ。 

【実施内容】 

① 令和７年２月５日(水) 開催場所：三戸郡南部町 福地公民館 

   環境省、沿線自治体、DMO 各団体が参加。事前に出ていた数種類の案を交え、各グルー

プに分かれ、名称を議論した。令和７年２月１４日(金)に開催する第二回で名称を決定する

ために、候補を絞り込んだ。 

② 令和７年２月１４日(金) 開催場所：三戸郡南部町 バーデパーク内会議室 

   環境省、沿線自治体、DMO 各団体が参加。各グループに分かれ、①で挙げられた候補か

ら名称を議論した。多数決により、正式名称が「八戸十和田トレイル」と決定した。 

考察、及び今後の展開 

八戸十和田トレイルは令和７年度４月末に試験開通した。みちのく潮風トレイルと接続できる道と

して、今後も開通、管理運営、情報発信などの協力をしていく。このトレイルが開通されることで、

八戸十和田トレイル、みちのく潮風トレイル、ふくしま浜街道トレイルと 3 つのトレイルをつなげて

歩くことができるようになる。合計約 1,300ｋｍ超のロングトレイルとなる。この距離は海外のロング

トレイルハイカーにも訴求力のあるものとなり、より長くより広域に、多くの人にとって魅力的なトレ

イルとなると考える。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-③-3 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-③-3 に 

含まれる 

売上 (1)-③-3 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-③ トレイルや周辺の自然環境を活用した企

画・実施事業 

事業 

番号 
(1)-③-5 

事業名 

業務名 

児童向け野外活動体験事業受託（①名取市受託事業、②閖上公民館連携） 

期間 ① 令和６年 7 月 28 日、9 月 16 日 

② 令和６年 10 月 26 日 

委託元 ① 名取市 

② 閖上公民館 

関係団体 ① 名取市、宮城県キャンプ協会 

② 閖上公民館 

担当者 業務主任：①佐々木豊志 ②晴山功 

業務補佐：①晴山功、早坂瑞穂 ②早坂瑞穂 

実施内容 

【事業概要】 

名取市および閖上公民館からの受託事業で、名取市に在住または通勤通学する親子を対象に

火起こしやロープワーク、テント設営などキャンプや野外活動に必要となるスキルを習得するた

めの野外活動体験会を開催した。名取市受託事業については協力団体として宮城県キャンプ

協会との連携を行った。 

【目的】 

自然の中で活動する機会が少なくなっている児童に対して、野外活動体験を通じて健やかな成

長を促し、試行錯誤することで主体性や問題解決能力を養う機会を提供することを目的とした。

児童だけではなく、親も一緒になって同じ体験を行うことで、より多くの親子のコミュニケーション

を図る場となった。 

 

【実施内容】 

① 名取市受託事業 

開催場所： 名取トレイルセンター野営場 

内容： 火起こし体験（薪割、火起こし）、ロープワーク、防災食試食 

１回目： 参加者：10 組 児童 11 名、大人 11 名 

２回目： 参加者：10 組 児童 13 名、大人９名 

② 閖上公民館連携 

開催場所： 閖上公民館 

内容： テント設営体験、火起こし体験、防災食調理体験 
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⑤ 火起こしについて（座学） 

 

⑥ 火起こし体験（薪割） 

 

⑦ 火起こし体験（薪割） 

 

⑧ ロープワーク体験 

 

考察、及び今後の展開 

参加した親から、家庭では調理器具も電気家電となっていて、普段の生活で火を扱うことも見た

事も無いという子どもたちが薪割からマッチで火起こしを行うなど貴重な体験をさせてあげられた

という感想もあった。大自然の中に身を置く事だけが自然体験なのではなく、身近に沢山の自然

があり、その自然に向き合うための知識、スキルを習得してもらうことを今後も行っていきたい。 

次は野外調理やテント泊などを行ってみたいという参加者の感想も多く、後日、名取トレイルセン

ター野営場にテント泊をしにきた親子も居て同野営場の宣伝にもなったと思う。 

事業費 

（受託金額） 

547,767 円 経費 

(人件費含む) 

540,886 円 売上 6,881 円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-1 

事業名 

業務名 

副読本の作成 

期間 令和６年 4 月 1 日〜令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所、株式会社ハイランドデザイン、

株式会社フリックスタジオ 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

令和５年度に引き続き、MCT 全線の多様な文化・歴史・植生等を紹介する書籍である副読本

（ガイドブック）出版に向けて、開通に関わった方への原稿執筆依頼、執筆、トレイル本線を逸れ

て地域の魅力を深堀りすることができる深堀りルートの確認、写真素材の収集等を行った。 

【目的】 

過去に製作した Hiking Map Book 及び Data Book により、歩き旅の計画が立てやすくなってい

るが、MCT は三陸海岸の多様な文化・歴史・植生等を堪能できるロングトレイルであり、ただ歩く

だけでは地域の魅力を深堀りすることは難しい。トレイル沿線地域の様々な魅力や歩き方の一

例を紹介したガイドブックを作成することで、ハイカーが地域の魅力を発見する一助とすることを

目的とする。 

【実施内容】 

③ 原稿執筆・原稿執筆依頼 

令和 4 年度に制作した台割を元に、原稿執筆・原稿執筆依頼を行った。当法人での記事執

筆だけでなく、関係団体に上げた各団体、MCT の開通に関わられた方など、様々な方のご

協力をいただきながら記事執筆を進めた。 

④ 深堀ルートの作成・説明文の確認 

環境省トレイルマップの一部の市町村では、トレイル本線を逸れて地域の魅力地点を巡る

「寄り道ルート」が掲載されていた。寄り道ルートも本線と同じく地域の方のワークショップを

経て作成されたものであるが、Hiking Map Book には視認性確保の観点から掲載を見送っ

た経緯があった。副読本では寄り道ルートを「深堀りルート」として掲載するとともに、環境省

トレイルマップに当該ルートがなかった市町村についても、市町村担当者に確認の上 29 市

町村すべてに深堀りルートを設定した。また、各深堀りルートの説明文を自治体担当者に確

認いただいた。 

⑤ 写真素材収集 

各地のなりわいや文化を本誌で紹介している為、適切な写真素材の収集を行った。紙面へ

の掲載に伴うクレジットの確認を行った。 
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考察、及び今後の展開 

各所への確認等に時間がかかってしまい、本誌発行には至らなかった。令和 7 年度９月の発行

を目指して、本誌レイアウトの確定を進める。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-2 

事業名 

業務名 

名取トレイルセンター館内イベント  

期間 令和 6 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 自主事業、みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会  

関係団体  

担当者 業務主任：板谷学   業務補佐：全職員 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター館内で各種イベントを開催した。  

【目的】 

MCT やハイキング文化に馴染みが薄い方には最初のきっかけとして、MCT を既に歩いた方に

は共感やさらに深い繋がりを得てもらえるよう、名取トレイルセンターで毎年各種イベントを開催

している。令和６年度はハイキングでの安全対策を目的に、日頃のボディケアや不意の怪我に

対する応急処置方法（ファーストエイド）など、ハイキングに役立つ知識を身に付けていただく講

習を開催した。  

【実施内容】 

① ハイカーズ写真展 

フォトコンテストに応募していただいたハイカーからの写真を館内にて展示している。令和５

年度の写真を撮影場所の紹介をしながら展示。来館者が MCT の風景をイメージしやすくし

ている。 

・開催期間：令和６年 5 月 1 日～ 

② 応急救急方法講座 「ボディケアとファーストエイド講習会」 

専門の知識を有する講師による、怪我をしないための体つくりや長く歩くハイキング中に思

わぬ怪我に見舞われた場合のテーピングなどの対処法について全 3 回の講座を行った。  

講 師：本間 一宇氏（応援会員／メディック・ファーストエイド（MFA）インストラクター）  

・開催日 令和 6 年 7 月 20 日（土）  参加者 5 名 

         令和 6 年 10 月 19 日（土） 参加者 4 名 

         令和 7 年 2 月 23 日（土）  参加者 3 名 

ハイカーズ写真展の様子 応急救急方法講座の様子 
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考察、及び今後の展開 

ファーストエイド講習会の参加者からは、「インターネットや本などだけでは分からない点も、体験

することでより理解が深まった。分かりやすかった。」との意見が多かった。今後、ハイカーの増加

が見込まれることを考えると、安心・安全に歩くための知識の習得の機会を継続して設けることは

必要だと考える。 

来年度も体験型のイベントも取り入れながらハイキングの魅力の発信と、ハイキング時に役立つ

知識を広める活動を行っていきたい。  

事業費 

（受託金額） 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

経費 

(人件費含む) 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

売上 (1)-⑦-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-④トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-3 

事業名 

業務名 

講師登壇・招へい事業、メディア掲載等 

期間 令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：板橋真美 

実施内容 

【事業概要】 

各地で講師登壇の依頼受け入れ・招へい事業への参加を実施した。また、新聞、ラジオ、テレビ

等への積極的なアプローチを行った。 

【目的】 

MCT を多くの方に知っていただき、歩きにきていただき、トレイルの持続的運営につなげることを

目的として各地で講演等を実施した。また、雑誌、テレビやラジオなどメディアを通し MCT の情

報を発信した。 

【実施内容】 

MCＴの周知・広報活動として、講演や取材対応（協力）を行った。 

 

① 講演会等での発表、招へい事業等 21 回 

  開催日 講演会名 講演タイトル（内容） 
参加 

人数 

1 令和 6 年 5 月 1 日 石川県 
ロング・ディスタンス・トレイルト、長

く歩く旅について 
12 

2 令和 6 年 5 月 16 日 
國立公園2024年6月

号特集 座談会 
「可能性に満ちたロングトレイル」座談

会 
7 

3 令和 6 年 5 月 29 日 
東海自然歩道自治体

プレゼン 
みちのく潮風トレイル利用者の状況と

沿線自治体の取り組み等 
50 

4 令和 6 年 5 月 31 日 名取市図書館  

ナイト★ライブラリー 

60 歳、アメリカのロングディスタンス・

トレイルを歩く 

～Pacific Crest Trail～ 

30 

5 令和 6 年 6 月 8 日 
みちのく潮風トレイ

ル全線開通 5 周年記

念式典 

パネルディスカッション「トレイルの魅

力、楽しみ方」 

 
 120 

6 令和 6 年 6 月 10 日 

令和 6 年度歩いて楽

しむ復興探究事業

（福島フットパス） 

歩く旅の価値と可能性 

みちのく潮風トレイル／ふくしま浜街

道トレイル／フットパス福島 

40 

7 令和 6 年 6 月 11 日 宮城大学 非営利経営論 30 

8 令和 6 年 6 月 18 日 
仙台ロータリークラ

ブ 
みちのく潮風トレイルについて 100 

9 令和 6 年 6 月 23 日 
グループわらじ 600

回記念 
みちのく潮風トレイルについて 40 

10 令和 6 年 7 月 23 日 

第 1 回 みちのく潮

風トレイル地域の魅

力で紡ぎ、ハイカー

「人と地域と歩む、みちのく潮風トレイ

ル」 
60 
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と共に育てる、長く

歩く道 大船渡キッ

クオフ勉強会＆フィ

ールドワーク 

11 令和 6 年 7 月 30 日 杏林大学 
みちのく潮風トレイルの利用振興につ

いて 
17 

12 令和 6 年 7 月 31 日 第一生命朝礼 みちのく潮風トレイルについて 30 

13 令和 6 年 8 月 1 日 SOMPO 環境財団 みちのく潮風トレイルについて 10 

14 令和 6 年 8 月 2 日 

KDDI 株式会社 

「みちのく潮風トレ

イル×生物多様性」 

みちのく潮風トレイルについて 30 

15 令和 6 年 8 月 5 日 

北海道東トレイル

（斜里町向け説明

会） 

みちのく潮風トレイルについて 30 

16 令和 6 年 8 月 12 日 

東海自然歩道 50 周

年 

みちのく潮風トレイ

ル全線開通 5 周年記

念展 

ギャラリートーク 長距離自然歩道を

歩く旅 
30 

17 令和 6 年 9 月 3 日 
ロングトレイルミー

ティング 2024 
みちのく潮風トレイルの今とこれから 200 

18 令和 6 年 10月 6 日 

北海道東トレイル開

通式典・シンポジウ

ム 

みちのく潮風トレイルの今 200 

19 令和 6 年 10月 19 日 

JTB 地球いきいきプ

ロジェクト 「浦戸諸

島・桂島」環境保全

活動とトレッキング

体験 

「繋げる、続ける、歩く～みちのく潮風

トレイル～」 

「みちのく潮風トレイルにおける保全

活動について」 

30 

20 令和 6 年 10月 26 日 
Trail Maintenance 

Meeting 2024 
みちのく潮風トレイルの管理運営 100 

21 令和 7 年 2 月 5 日 

八戸・十和田トレイ

ル（仮称）愛称検討

会 

みちのく潮風トレイルについて 30 

 

②露出メディア一覧 

1.新聞（国内） 124 件 

  掲載年月日 掲載紙 タイトル 

1 令和 6 年 4 月 10 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】「長く歩く」魅力伝えたい（相澤久美さ

ん 

2 令和 6 年 4 月 13 日 
デーリー東

北 

みちのく潮風トレイルみちのく潮風トレイルウォーク

in 八戸、きょう受付開始 全線開通 5 周年、王林さん

らゲスト 
3 令和 6 年 4 月 14 日 読売新聞 ハイカー地域と交流 名取きょうまで 
4 令和 6 年 4 月 14 日 公明新聞 全線 1000 ㌔の自然歩道 みちのく潮風トレイル 
5 令和 6 年 4 月 16 日 河北新報 「歩く旅が好き」達人が魅力紹介 名取で講座 

6 令和 6 年 4 月 18 日 東海新報 
物販で陸前高田の魅力発信 市観光協会など 宮城の

トレイルイベントで 

7 令和 6 年 4 月 20 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイルウォーク in 宮古 with ポケモ

ンローカル Acts 

8 令和 6 年 4 月 24 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】地域と触れ合い「沼」へ（濱口哲氏・聡

子氏） 

9 令和 6 年 4 月 27 日 読売新聞 
全線開通５年 ６月イベント 募集今日から「仙台ー

名取歩こう」 

10 令和 6 年 4 月 30 日 岩手日報 特集「こちらトレイル部」重ねた歴史大地の芸術 野
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田の断崖 「大唐の倉」 

11 令和 6 年 5 月 1 日 岩手日報 特集「こちらトレイル部」冒険の道包む輝く命 

12 令和 6 年 5 月 2 日 岩手日報 特集「こちらトレイル部」起伏連続 暑さと闘う 

13 令和 6 年 5 月 3 日 岩手日報 特集「こちらトレイル部」三陸の道 光と共に 

14 令和 6 年 5 月 5 日 河北新報 
あるこう♪全国の自然歩道 みちのく潮風トレイル全

線開通 5 周年 環境省 10 路線を PR 

15 令和 6 年 5 月 5 日 読売新聞 
発見！みちのくトレイル 奇岩の割れ目 波しぶき 

「修行の山」山頂からは絶景 

16 令和 6 年 5 月 6 日 読売新聞 
発見！みちのくトレイル カキ養殖場船から間近 

野々島ツバキ広がる道 

17 令和 6 年 5 月 7 日 読売新聞 
発見！みちのくトレイル 震災追悼 響く鐘の音 

茂る木々 道迷うほど 

18 令和 6 年 5 月 7 日 岩手日報 トレイル 5 周年 誘客に力 食や体験 巡って満喫 

19 令和 6 年 5 月 8 日 読売新聞 【陸奥讃歩】みちしるべに地図制作（長谷川晋氏） 

20 令和 6 年 5 月 13 日 読売新聞 
三陸の海と緑の絶景巡る「みちのく潮風トレイル」、

コースと見どころを紹介 

21 令和 6 年 5 月 15 日 
デーリー東

北 
みちのく潮風トレイル 

22 令和 6 年 5 月 20 日 毎日新聞 
「長く歩く旅」魅力 PR みちのく潮風トレイル５周年

機に 

23 令和 6 年 5 月 22 日 読売新聞 【陸奥讃歩】偶然の出会いで楽しく（地現葉子氏） 

24 令和 6 年 5 月 24 日 東海新報 
おおふなトレイルを歩こう 全 10 回に分けてツアー 

第 1 弾は綾里「水と塩の道」 

25 令和 6 年 5 月 25 日 河北新報 みちのく潮風トレイルウォーク広告 

26 令和 6 年 5 月 25 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイルウォーク in 仙台名取 街と自

然 復興の道 

27 令和 6 年 5 月 25 日 
デーリー東

北 

蕪島海浜公園周辺綺麗に 潮風トレイルウォークに備

え 

28 令和 6 年 5 月 27 日 読売新聞 
雄大な自然存分に満喫 種差海岸 みちのく潮風トレ

イルウォーク in 八戸 

29 令和 6 年 5 月 27 日 読売新聞 
青森・八戸でみちのく潮風トレイル、約 400 人が三陸

海岸の自然を感じ歩く 

30 令和 6 年 5 月 27 日 東奥日報 開通 5 周年の潮風トレイルで記念ウォーク 

31 令和 6 年 6 月 2 日 河北新報 歩いて 潮風満喫 食べて 

32 令和 6 年 6 月 6 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイル SNS で海外発信 インフルエン

サー招待 

33 令和 6 年 6 月 7 日 河北新報 潮風トレイル確かな歩み 

34 令和 6 年 6 月 7 日 河北新報 おもてなし 住民 一歩ずつ 

35 令和 6 年 6 月 7 日 東海新報 ここがミッドポイント 

36 令和 6 年 6 月 7 日 
デーリー東

北 
岩手県秋季観光キャンペーン キャッチコピー発表 

37 令和 6 年 6 月 9 日 朝日新聞 海沿い１千キロ長く歩く旅 

38 令和 6 年 6 月 9 日 岩手日報 
潮風トレイル発信さらに 宮古で全線開通５周年式典 

魅力再認識誘客へ一丸 

39 令和 6 年 6 月 9 日 東海新報 

ハイカー受入体制充実を 気仙 みちのく潮風トレイ

ル全線開通きょう５周年 地域資源活用・保全の取り

組みも 

40 令和 6 年 6 月 9 日 河北新報 
震災伝承の道「みちのく潮風トレイル」５周年 岩手・

宮古で記念式典 

41 令和 6 年 6 月 10 日 
スポーツ報

知 

三陸沿岸を歩いて自然堪能 完走後はポケモンのごほ

うび…みちのく潮風トレイルウォークｉｎ宮古 

42 令和 6 年 6 月 11 日 岩手日報 
三陸の美 分かち合う 県内外 330 人が参加 2 コー

スで自然体験 

43 令和 6 年 6 月 11 日 読売新聞 
岩手・宮古の自然美満喫 全通 5 周年 三陸 もっと

世界に 

44 令和 6 年 6 月 12 日 読売新聞 【陸奥讃歩】幸せ生む 地域めぐる旅（海津ゆりえ氏） 

45 令和 6 年 6 月 14 日 河北新報 森と海、復興の道「潮風トレイル全線５年」宮城・雄
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勝町 むき出しの自然を体感 

46 令和 6 年 6 月 15 日 河北新報 
森と海、復興の道「潮風トレイル全線５年」岩手・三

陸町 津波被害の歴史たどる 

47 令和 6 年 6 月 16 日 河北新報 
森と海、復興の道「潮風トレイル全線５年」福島・新

地 田園風景見渡す鹿狼山 

48 令和 6 年 6 月 16 日 
デーリー東

北 

みちのく潮風トレイル 雄大な自然楽しみながら 階

上でウォーキングイベント 

49 令和 6 年 6 月 20 日 
デーリー東

北 

訪日客を潮風トレイルに 日航乗務員から接客学ぶ 

八戸で講演会 

50 令和 6 年 6 月 20 日 岩手日日 潮風トレイル魅力発信 花巻空港に紹介コーナー 

51 令和 6 年 6 月 24 日 岩手日報 論説 岩手旅の「新たな顔」へ 

52 令和 6 年 6 月 24 日 読売新聞 
仙台・名取の自然や食堪能 300 人復興の軌跡たどる 

完歩者ポケモンと撮影も 

53 令和 6 年 6 月 26 日 
日本経済新

聞 

みちのく潮風トレイル、考え感じる道に 全通から 5

年 

54 令和 6 年 6 月 26 日 読売新聞 【陸奥讃歩】お困りのハイカーを支援（柳沢卓美氏） 

55 令和 6 年 6 月 27 日 
デーリー東

北 
潮風トレイルは「東北の宝」 

56 令和 6 年 6 月 29 日 読売新聞 田野畑・机浜番屋群 

57 令和 6 年 7 月 1 日 岩手日報 
その児童は、冒険家の遺志を継ぎ 1025 キロ踏破目指

す 

58 令和 6 年 7 月 2 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイル開通 5周年シンポジウム 人と

地域と歩む 

59 令和 6 年 7 月 2 日 東海新聞 三陸町越喜来潮目で「ハイカーズデイ」 

60 令和 6 年 7 月 3 日 岩手日報 
潮風トレイル中間点に看板 陸前高田市観光物産協会 

気仙材使い平山夫妻制作 

61 令和 6 年 7 月 10 日 読売新聞 【陸奥讃歩】福島へつながる魔法（なすび氏） 

62 令和 6 年 7 月 14 日 河北新報 
みちのく潮風トレイル 中須賀海岸「花の渚」足取り軽

く 

63 令和 6 年 7 月 23 日 読売新聞 
１０００キロ踏破亡き隊長の夢 みちのく潮風トレイ

ル 小６松原くん 残り８００キロ挑む 

64 令和 6 年 7 月 24 日 読売新聞 【陸奥讃歩】小舟で島案内 心込めて（鈴木宏明氏） 

65 令和 6 年 8 月 11 日 
デーリー東

北 

伴奏に合わせ爽やかな朝 夏期巡回ラジオ体操八戸で

13 年ぶりに開催 

66 令和 6 年 8 月 14 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】トレイル文化 兄の遺志継ぐ（加藤正芳

氏） 

67 令和 6 年 8 月 28 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】外国人も安心の旅程（みちのくハイカー

ズ代表 原田寿瑞氏） 

68 令和 6 年 8 月 28 日 河北新報 
観光で興す 東北・新ツーリズム最前線 自然や文化 

深く楽しむ 

69 令和 6 年 8 月 29 日 読売新聞 
中学生記者 13 名と震災の記憶を取材、「猫の島」も巡

る…読売・報知中学生新聞みやぎワークショップ 

70 令和 6 年 9 月 3 日 読売新聞 
養老孟司さん「歩くことで本気で自然と触れて」…「み

ちのく潮風トレイル」５周年など記念しシンポジウム 

71 令和 6 年 9 月 4 日 河北新聞 潮風トレイル保全意識共有 米発祥の環境 NPO と協定 

72 令和 6 年 9 月 4 日 
読売中学生

新聞みやぎ 
復興と命のトレイル 自然とネコの宝箱・田代島 

73 令和 6 年 9 月 5 日 
八戸経済新

聞 

種差海岸インフォメーションセンターで 10 周年の企

画展 

74 令和 6 年 9 月 7 日 福島民友 「相馬の潮風」感じて 11 月 3 日・トレイルウォーク 

75 令和 6 年 9 月 11 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】無理なくまずは一歩（全線踏破ハイカー 

藤代尚子氏） 

76 令和 6 年 9 月 19 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイルウォーク 沿線の環境保全強化

へ 

77 令和 6 年 9 月 21 日 朝日新聞 
はじまりを歩く ロングトレイル（東京、神奈川、山

梨、宮崎） 

78 令和 6 年 9 月 25 日 読売新聞 【陸奥讃歩】夢見た「元気になる道」（板橋真美） 
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79 令和 6 年 10月 8 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】震災語る道 これからも （田畑慎之介

氏） 

80 令和 6 年 10月 8 日 岩手日報 歩くことは人間本来の喜び （楠田泰弘氏） 

81 令和 6 年 10月 11 日 読売新聞 歩く旅 地域に共感 

82 令和 6 年 10月 15 日 
デーリー東

北 
沿岸沿いゆっくり散策 潮風トレイルでイベント 

83 令和 6 年 10月 21 日 河北新報 NPO の杜「全線管理、ハイカー支援」 

85 令和 6 年 10月 30 日 読売新聞 【陸奥讃歩】一歩一歩が旅の目的（松野にこ氏） 

84 令和 6 年 11月 4 日 読売新聞 秋の相馬 376 人歩く 全通 5年記念 

86 令和 6 年 11月 9 日 読売新聞 Lens 被災地発 復興の道を支える 

87 令和 6 年 11月 12 日 読売新聞 仙台声明採択し閉幕へ 観光産業国際会議 

88 令和 6 年 11月 13 日 読売新聞 【陸奥讃歩】「歩くこと」発見のカギ（松下竜之介氏） 

89 令和 6 年 11月 14 日 岩手日報 
山田で 23,24 参加者募集 みちのく潮風トレイル歩道

整備ツアー 

90 令和 6 年 11月 19 日 読売新聞 伝える 復興に向けて 失った「庭」再興感じる道 

91 令和 6 年 11月 24 日 読売新聞 
種差海岸の自然観察イベント KDDI×みちのく潮風ト

レイル 

92 令和 6 年 11月 25 日 
デーリー東

北 
八戸十和田トレイル発信 

93 令和 6 年 11月 27 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】美しい道 未来へつなげ（カリタス南三

陸 千葉道生氏） 

94 令和 6 年 11月 28 日 
デーリー東

北 

トレイル散策 復興体験  

初の八戸発着日帰りバスツアー 

95 令和 6 年 11月 29 日 岩手日報 論説 地域の価値深堀を 

96 令和 6 年 11月 30 日 読売新聞 トレイルに旅行事業者ら招待 独・英からも 

97 令和 6 年 12月 3 日 読売新聞 名取トレイルセンター10 万人達成 

98 令和 6 年 12月 6 日 岩手日報 北米へ三陸の魅力紹介 旅行会社対象に体感ツアー 

99 令和 6 年 12月 10 日 読売新聞 ハイカー支援笑顔咲く 復興の道 一歩づつ 

100 令和 6 年 12月 11 日 読売新聞 【陸奥讃歩】思わぬ景色に出会う道（中島悠二氏） 

101 令和 6 年 12月 12 日 岩手日報 
潮風トレイル 県幹部らと体験 現状と課題共有 釜

石 

102 令和 6 年 12月 22 日 読売新聞 潮風トレイル 心通う（地現葉子氏） 

103 令和 7 年 1 月 8 日 読売新聞 【陸奥讃歩】わたしの『隠れ家』世界に（町田直子氏） 

104 令和 7 年 1 月 13 日 
観光経済新

聞 

【地域創生と観光ビジネス 68】岩手久慈「三陸観光フ

ォーラム」で〝トレイン＆トレイル〟推し 淑徳大学経

営学部観光経営学科学部長・教授 千葉千枝子氏 

105 令和 7 年 1 月 21 日 東海新報 
充実ヒント続々と 大船渡地域戦略「勉強会＆事業成

果報告会」みちのく潮風トレイルをテーマに 

106 令和 7 年 1 月 22 日 読売新聞 
【陸奥讃歩】忘れられない巡礼路（徒歩旅愛好家 寺

岡伸章氏） 

107 令和 7 年 1 月 27 日 岩手日報 岩手の魅力酔いしれて 北米旅行博、知事ら PR 

108 令和 7 年 2 月 1 日 岩手日報 
道の駅 待望仲間入り 国交省 3施設登録 25年オー

プンへ 

109 令和 7 年 2 月 21 日 河北新報 「地球の歩き方」みちのく版発刊 

110 令和 7 年 2 月 21 日 読売新聞 東北 4 県地球の歩き方 編集者ら知事に発売報告 

111 令和 7 年 2 月 23 日 
胆江日日新

聞 

潮風トレイル、オリジナルマップ作成 広田半島ルー

ト 見どころ満載 陸前高田・広田小 6 年生 学び通

じ制作 

112 令和 7 年 2 月 26 日 読売新聞 【陸奥讃歩】旅の道 今は生活の一部（富樫信雄氏） 

113 令和 7 年 3 月 6 日 日経新聞 
広がれ「復興ツーリズムツーリズム」 東北を旅しな

がら被災地訪問 学びと観光、自治体模索 

114 令和 7 年 3 月 11 日 
胆江日日新

聞 

東日本大震災 14 年 達増知事インタビュー 誰一人

取り残さない復興へ 

115 令和 7 年 3 月 14 日 読売新聞 【陸奥讃歩】仕事越え自慢の趣味に（多勢太一氏） 

116 令和 7 年 3 月 21 日 河北新報 東北 AT 受け入れ進む 

117 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 5 月名取でイベント ポケモンとコラボも 
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118 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 「潮風トレイル」今年も歩こう 

119 令和 7 年 3 月 25 日 
日本経済新

聞 
JAL、NPO と連携協定 みちのく潮風トレイル PR 

120 令和 7 年 3 月 26 日 読売新聞 【陸奥讃歩】歩き旅の文化 世界に（山田司郎氏） 

121 令和 7 年 3 月 26 日 読売新聞 トレイル活用し東北地方誘客へ NPO と日航が協定 

122 令和 7 年 3 月 26 日 河北新報 
みちのく潮風トレイル 名取・認定 NPO 日航と連携協

定 

123 令和 7 年 3 月 29 日 河北新報 
外国人東北の認知度 38.2% AT61.1%体験全国大きく上

回る 

124 令和 7 年 3 月 30 日 産経新聞 
世界でも珍しい海岸線を歩くルート 「みちのく潮風

トレイル」が海外で話題に  

 

2.雑誌（国内） 1２件 

  掲載年月日 掲載紙 タイトル 

1 令和 6 年 5 月 14 日 
みちのり 2024

夏 
半島の頂上に立ってリアス式海岸の入り組んだ海岸線

を一望 みちのく潮風トレイル 

2 令和 6 年 6 月 25 日 
おでかけ・みち

こ 
みちのく潮風トレイルを歩こう 

3 令和 6 年 7 月 9 日 
FDA 機 内 誌

DREAM3776 
みちのく潮風トレイルを歩いてみよう 

4 令和 6 年 9 月 1 日 
JR 東日本トラ

ンヴェール 
歩くって何だろう？ みちのくロングハイク考 

5 令和 6 年 9 月 30 日 

TRAIL HEAD ロ

ングトレイル

vol.4 

REPORT アパラチアントレイル視察  

6 令和 6 年 9 月 25 日 

【東北・「道の

駅」公式マガジ

ン】おでかけ・

みちこ vol.50 

みちのく潮風トレイルを歩こう 

7 令和 6 年 10月 31 日 国立公園 
みちのく潮風トレイル全線開通五周年記念式典等の開

催 

8 令和 6 年 11月 25 日 
NOSAI 宮城「和

み」 

ちょこっとぶらり「みちのく潮風トレイル 名取トレイ

ルセンター」 

9 令和 6 年 11月 27 日 
SKYWARD ･ 日本

語版 
東北の自然の美しさを体感できる歩き旅へ 

10 令和 7 年 1 月 1 日 
トランヴェー

ル 1 月号 
地域課題解決のカギは「旅」にあり 

11 令和 7 年 1 月 1 日 国立公園 2025 年 国立公園行政の展望 

12 令和 7 年 2 月 27 日 
SKYWARD ･ 英語

版 
Michinoku Coastal Trail 

 

3.テレビ・ラジオ（国内） 22 件 

  掲載年月日 放送局 番組名 

1 令和 6 年 4 月 3 日 NHK 盛岡 
みちのく潮風トレイル「日本の訪れるべき 14 の場所」

に選出 

2 令和 6 年 4 月 4 日 テレビ岩手 
【開通 5 周年】「みちのく潮風トレイル」 ハイカー

おもてなし 岩手県宮古市の取り組み 
3 令和 6 年 4 月 13 日 青森放送 みちのく潮風トレイルウォーク 参加者受け付け開始 

4 令和 6 年 5 月 4 日 テレビ岩手  
山海漬 自然を肌で感じながら歩こう♪シリーズ「み

ちのく潮風トレイル」陸前高田編 

5 令和 6 年 5 月 24 日 青森放送 
【特集】青森を楽しもう！みちのく潮風トレイルの魅

力 

6 令和 6 年 5 月 25 日 青森放送 
ウォーク開幕を前に 潮風トレイル清掃活動 青森・

八戸 



 

39 
 

7 令和 6 年 5 月 26 日 テレビ岩手 
みちのく潮風トレイル 全線開通 5 周年記念ウォーキ

ングイベント八戸で開催 来月には宮古でも開催 

8 令和 6 年 5 月 26 日 青森放送 
王林さんと藤井貴彦さんも参加！みちのく潮風トレイ

ル 5 周年記念ウォークイベント 

9 令和 6 年 6 月 9 日 テレビ岩手 
開通 5 周年 みちのく潮風トレイルウォーキングイベ

ント開催 

10 令和 6 年 6 月 10 日 NHK 青森 みちのく潮風トレイルをゆく 八戸をドローン撮影 

11 令和 6 年 6 月 22 日 ミヤギテレビ 
「みちのく潮風トレイル」5 周年 ウォーキングイベ

ント前に清掃活動〈宮城・名取市〉 

12 令和 6 年 6 月 23 日 ミヤギテレビ 
雨の中でも 300 人参加！「みちのく潮風トレイル」開

通 5 周年イベント〈宮城〉 

13 令和 6 年 6 月 24 日 日本テレビ 
For Tohoku: Walking event for Michinoku Coastal 

Trail 

14 令和 6 年 6 月 26 日 
岩手めんこい

テレビ 

「みちのく潮風トレイル」５周年 ダイナミックな自

然と東日本大震災からの歩み 沿岸の“今”を発信 岩

手 

15 令和 6 年 8 月 10 日 
岩手朝日テレ

ビ 

Go!Go!いわて：特集夏休み SP 企画 木村＆ジョイマ

ン  

みちのく潮風トレイル 

16 令和 6 年 9 月 27 日 青森放送 
みちのく潮風トレイルのコースになっている大久喜海

岸の砂浜で小学生がマラソン 八戸市 

17 令和 6 年 10月 20 日 岩手放送 大船渡市で「さんまトレイル」 

18 令和 6 年 11月 3 日 日本テレビ 
日テレニュース：「みちのく潮風トレイル」ウオーキ

ングイベント 福島・相馬市 

19 令和 6 年 12月 4 日 テレビ岩手 
三陸を海外にも PR 北米の旅行会社向け浄土ヶ浜体

験会 

20 令和 6 年 12月 5 日 岩手放送 
北米からの海外視察ツアー一行にみちのく潮風トレイ

ルと三陸ジオパークをＰＲ 岩手・宮古市 

21 令和 6 年 3 月 17 日 
岩手めんこい

テレビ 

「地球の歩き方」みちのく版の発売を報告 岩手など

東北４県の情報掲載 

22 令和 6 年 3 月 24 日 青森放送 
ピカチュウも来る！“花の渚”を全身で感じるみちの

く潮風トレイルが今年も開催 青森県八戸市 

 

4.Web（国内） 18 件 

  掲載年月日 掲載サイト タイトル 

1 令和 6 年 4 月 26 日 

WITH OUTDOOR  

by  Columbia 

Sportswear 

山頂を目指すだけが登山の魅力じゃない！初心者で

も楽しめるおすすめのロングトレイル 

2 令和 6 年 5 月 5 日 

TOLM(東北アウ

トドアライフス

タ イ ル マ ガ ジ

ン） 

みちのく潮風トレイルで宮古エリアを訪れたら立ち

寄りオススメ！志賀スポーツ 

3 令和 6 年 6 月 9 日 東洋経済 ONLINE 
東北海岸線｢歩く旅｣外国人に人気のワケを深掘り 

全線 1025km 開通 5 周年｢みちのく潮風トレイル｣ 

4 令和 6 年 6 月 12 日 

緑とらんす か

まいし情報ポー

タルサイト 

自然を感じ歩く、味わう 開通 5 周年！みちのく潮

風トレイル 釜石で記念イベント 

5 令和 6 年 7 月 4 日 News Picks 
「思わず声が漏れる、極上の自然歩道 10 選」青森県 

八戸市ルート（大内征氏選） 

6 令和 6 年 8 月 27 日 

【東北「道の駅」

公式マガジン】

おでかけ・みち

こ Web 

みちのく潮風トレイルを歩こう！① 

7 令和 6 年 11月 3 日 読売新聞 
「みちのく潮風トレイル」全線開通５周年…相馬で

「復興の道」たどる 

8 令和 6 年 11月 3 日 福島民友 相馬の魅力感じて！ 「みちのく潮風トレイルウォ
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ーク」３日開催 

9 令和 7 年 1 月 31 日 
JRE  MALL 

media 

【キュンパスで冬の東北旅】岩手県釜石市のおすす

め観光地スポット 8 選！ 

10 令和 7 年 2 月 25 日 FRaU 
東北の海岸をたどる 1000km、青森から福島をつなぐ

「みちのく潮風トレイル」誕生まで（高橋 庄太郎氏） 

11 令和 7 年 3 月 11 日 FRaU 

「きれいになった」に違和感。311 前も旅したライタ

ーが 14 年後の「みちのく潮風トレイル」で見たもの

（高橋 庄太郎氏） 

12 令和 7 年 3 月 23 日 東海新報 
”復活"望む声も多く 人気コース通行不可に みち

のく潮風トレイル 林野火災で広範囲に被害 

13 令和 7 年 3 月 24 日 読売新聞 
みちのく潮風トレイルウォーク、東北４県で今年も

開催…来月以降に参加者募集 

14 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 
ポケモンとコラボ「みちのく潮風トレイルウォーク」

５月に名取を舞台に 

15 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 
松川浦の絶景もイチゴも堪能、６月８日に相馬を歩

こう「みちのく潮風トレイルウォーク」 

16 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 
「一本松ホール」発着点に陸前高田を歩く「みちの

く潮風トレイルウォーク」１０月５日に 

17 令和 7 年 3 月 25 日 読売新聞 
ウミネコ・太平洋の眺望・景勝地を楽しむ５キロと

８キロ「みちのく潮風トレイル」…八戸で７月に 

18 令和 7 年 3 月 30 日 読売新聞 
世界でも珍しい海岸線を歩くルート 「みちのく潮

風トレイル」が海外で話題に  味・旅・遊 

 

4.新聞（海外） 1 件 

1 令和 6 年 6 月 24 日 

THE JAPAN NEWS 

BY THE 

YOMIURISHINBUN 

Foreign Students Among 300 at Michinoku Coastal 

Trail Event; Participants Walk in Miyagi 

Prefecture Despite Rain 

 

5.雑誌（海外） 3 件 

1 令和 6 年 11月 27 日 SKYWARD 
Emback on a Hiking Journey to Experience the 

Natural Beauty of Tohoku 

2 令和 6 年 12月 3 日 Forbes 
Where To Go In 2025: 15 Ideas For Unforgettable, 

Responsible Travel 

3 令和 7 年 2 月 27 日 SKYWARD Michinoku Coastal Trail 

 

6.Web（海外） 13 件 

 
掲載年月日 掲載サイト タイトル 

1 
令和 6 年 4 月 9 日 TRAVEL LEISURE 

This 9-Day Walking Tour In Japan Takes You To 

One Of The Most Scenic Trails in The World 

2 

令和 6 年 4 月 24 日 

RAWTRAVEL  

ICONIC WALKS 

WORLDWIDS 

EVERYTHING YOU NEED TO KNOW ABOUT HIKING 

JAPAN’S MICHINOKU COASTAL TRAIL 

3 
令和 6 年 5 月 13 日 FAR&WIDE 

NATIONAL PARKS 30 Longest Hiking Trails in the 

World, Ranked 

4 

令和 6 年 6 月 1 日 CAN Life style 

Healing through hiking: A 9-day trek along 

northern Japan’s lesser-known Michinoku 

Coastal Trail 

5 
令和 6 年 7 月 17 日 

Smoky Mountain 

News 
Trail volunteers visit Japan for exchange 
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6 
令和 6 年 7 月 25 日 

Honolulu Star-

Advertiser 

Hikers celebrate Japan`s long-distance coastal 

trail 

7 
令和 6 年 8 月 27 日 

Harper's 

BAZAAR INDIA 
Can hiking really help you heal? 

8 
令和 6 年 11月 8 日 BACKPACKer 

How the Appalachian Trail Inspired One of 

Japan’s Greatest Long Hikes 

9 
令和 6 年 11月 23 日 Financial Times 

How a new 1,000km hiking trail is helping 

Japan move on from the tsunami 

10 
令和 7 年 1 月 10 日 BBC 

Step beyond the tourist trail through Japan's 

untamed beauty 

11 
令和 7 年 1 月 12 日 PIRATE MOBILE 

15 Top Places to Visit in Japan – Destinations 

for Travelers 

12 
令和 7 年 1 月 24 日 All About Japan 

Rainbows and Resilience: Hiking the Michinoku 

Coastal Trail 

13 令和 7 年 1 月 23 日 AUS WALK Michinoku Coastal Trail WITH AUSWALK 
 

考察、及び今後の展開 

令和６年度は多くのメディア、特に地方の新聞社、テレビ局が各地で開催している MCT 関連の

イベントを取り上げていただく機会が増えている。国内については会員やサポーターの皆さまか

ら各メディア掲載の情報を頂いているが海外については Web の掲載情報は入手可能だが、紙

面、雑誌、テレビの情報は得難いが、もっと多くのメディアで取り扱っていただいていると思われ

る。ここ数年で新聞、テレビ等で取り扱っていただき少しづつだが MCT が認知されるようになっ

てきているが、ハイキングや野外体験、野外活動の趣向者への認知度がまだまだ低いため様々

なメディア、PR 活動を通して認知度を高めていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

(人件費含む) 

0 円 売上      0 円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-4 

事業名 

業務名 

令和６年度みちのく潮風トレイル 

インタープリテーション計画作成等業務  

期間 令和 6 年 7 月１日〜令和７年 3 月 25 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体 みちのく潮風トレイル関係自治体、その他関係地域団体・個人 

担当者 業務主任：相澤久美 業務補佐：板橋真美、松川亮太、岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

本事業は、みちのく潮風トレイル（以下、MCT）のインタープリテーション計画を策定するため、以

下の業務を実施した。 

（1）ストーリー案の検証・策定、（2）海外事例の調査、（3）多言語パンフレットの作成、（4）検討

会・ヒアリング等を通じた情報収集、（5）検討会の開催、（6）打合せの実施、（7）報告書の作成及

び提出。 

【目的】 

MCT では、震災からの復興と地域資源を活かしたストーリーを効果的に伝えるためのインタープ

リテーション計画の策定が急務である。国内外のハイカーにその価値を正しく伝えるとともに、地

域住民や関係者にとっても有効な手引きとなる計画を目指し、多言語対応を含むガイド的要素

を盛り込んだツールを整備することを本事業の目的とした。 

【実施内容】 

①  ストーリー案の検証・策定 

令和 5 年度に作成したみちのく潮風トレイルインタープリテーション計画 ver,1 をベースに、

有識者による検討会（全 3 回）を開催し、ストーリー案を検証・強化した。加えて、対象地域に

関する現地踏査、ヒアリングを行い、地域の文脈や資源に基づいた内容に再構成した。策定

されたインタープリテーション計画は、日本語・英語それぞれ 30 ページで冊子化し、各 60 部

を印刷した。 

② 海外情報の収集（ルーマニア：ヴィア・トランシルヴァニカ） 

インタープリテーション事例の先進地として、ルーマニアの「Via Transilvanica（VT）」を調査

対象とし、10 日間にわたり関係者インタビュー、現地視察、キャンパス施設訪問等を実施。マ

イルストーン設置、寄付制度、宿泊・ガイド体制、地域文化との接続方法等を調査し、MCT

への示唆を得た。 

②  パンフレットの作成 

ガイドや地域住民向けに、インバウンド対応を含むガイドブック的要素を取り入れたパンフレ

ットを作成。撮影・デザインは事前協議に基づき行い、日本語 6,000 部、英語 4,000 部を印

刷。分かりやすさを重視し、文字サイズ・構成・平易な表現に配慮した。 
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④ 情報収集（ヒアリング・意見交換） 

インタープリテーションやロングトレイル、ブランディングに知見を持つ有識者 5 名に対しヒア

リングを実施。有識者からは、ストーリーの構造、地域特性の反映、利用者層に応じた内容

整理、ジオパークや文化的要素の追加など多岐にわたる意見を得た。 

⑤ 検討会の実施 

有識者・関係自治体・地域関係者を交えた検討会を全 3 回実施。地域ごとのテーマ・文化・

歴史を踏まえたストーリーの検討、構成、冊子化の方法、発信手法について議論を行った。

各検討会では現地踏査も併せて実施した。 

⑥ 打合せの実施 

担当官との間で業務開始時 1 回、中間打合せ 10 回、取りまとめ時 1 回の計 12 回の打合せ

を実施。状況に応じてオンライン形式も活用した。 

⑦ 報告書の作成及び提出 

上記業務をもとに、報告書を取りまとめ、電子媒体を含めて提出した。 

 
ストーリー案の検証・策定 

 

「Via Transilvanica（VT）」調査 

 

情報収集（ヒアリング・意見交換） 
パンフレット作成 

考察、及び今後の展開 

令和 6 年度の業務を通じて、MCT の価値やストーリーが体系化されつつある一方で、それを地

域内で共有・浸透させる取組はまだ発展途上にある。今後は、地域内での理解促進と受け入れ

体制の強化を最優先としつつ、地域外への魅力発信と両輪でブランディングを進めていく。 

事業費 

（受託金額） 

18,018,000 円 経費 

（人件費含む） 

16,008,033

円 

売上 2,009,967 円 
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事業種別 
(1)-④ トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わ

る啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-5 

事業名 

業務名 

ホームページ、フェイスブック、インスタグラムによる啓発及び情報発信 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   主担当：晴山功   更新：全職員 

実施内容 

【事業概要】 

みちのく潮風トレイル運営計画の構成員等から寄せられる情報の公開（環境省業務）の他、各種

イベント情報、ハイキングに関する啓発、文化情報発信等をホームページ及びフェイスブック、イ

ンスタグラムを通して行なった。ハイカーの旅をサポートしてくれる沿線施設（サポーターズ）やハ

イキングパスポートの情報掲載や、フォトギャラリーのページではハイカーからの写真を募りフォト

コンテストを行い、それらの写真を活用してオリジナルカレンダーの制作にも取り組んだ。その

他、全線踏破挑戦者・踏破者登録、会員募集、寄付募集、野営場の情報発信などを実施した。

ホームページについては大半の情報を英語ページでも情報発信している。 

【目的】 

MCT を歩く方々に必要な情報を提供し、安心安全に歩いていただくことを第一の目的としてい

る。またフォトギャラリーや挑戦者登録など利用者が参加できるページも設け、更新頻度の高い

双方向の運営を心がけている。皆で育てる道であることを発信する場とすること、みちのく潮風ト

レイル憲章を紹介し、MCT の存在意義についても伝える場としている。 

【実施内容】 

①トレイルに通行に係る注意情報や臨時情報の発信 

②みちのくトレイルクラブが関わるイベントや商品の告知や報告 

③MCTを取り扱ったメディア等の紹介 

④名取トレイルセンターを訪れたハイカーの紹介 

⑤フォトギャラリーの運営 

⑥全線踏破挑戦者登録、全線踏破者登録の実施 

⑦会員の募集、寄付の募集  

⑧ハイキングで気をつけてほしいことをブログで紹介 

⑨各種不具合等の改修 

⑩ハイカー自身によるコラム「ハイカーズボイス」の掲載 
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       HP:注意情報（日本語サイト）            HP:注意情報（英語サイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        HP:フォトコンテスト                  HP:ブログ／コラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Facebook：みちのくトレイルクラブ        Instagram：みちのくトレイルクラブ             
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Facebook：みちのく潮風トレイル           Facebook：MCT ハイカーコミュニティ                

全線踏破者（2025/3/31 時点 186 名） 

 

（１）居住地/踏破年度別人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）かかった日数/踏破年度別人数 

 2019 2020 2021 2022 2023 2024 合計 

～60 日 2 6 8 6 11 8 41 

～90 日 4 1 3 1 0 2 11 

～180 日 1 1 1 2 0 1 6 

～1 年 1 2 10 2 3 4 22 

～2 年 0 3 3 12 5 9 32 

～3 年 0 0 1 4 10 9 24 

 2019 2020 2021 2022 2023 2024 合計 

北海道 0 0 0 0 0 0 0 

東北 0 9 17 23 28 19 96 

 青森県 0 0 1 3 2 1 7 

岩手県 0 1 6 9 10 11 37 

秋田県 0 1 0 0 1 0 2 

宮城県 0 7 8 10 13 5 43 

山形県 0 0 1 1 1 0 3 

福島県 0 0 1 0 1 2 4 

関東 10 3 10 9 7 17 56 

中部 0 0 3 1 2 0 6 

近畿 2 1 2 2 0 6 13 

中国 0 1 0 0 1 0 2 

四国 0 0 2 0 1 0 3 

九州沖縄 1 0 1 0 1 0 3 

海外 2 0 0 0 4 3 9 

合計 15 14 35 35 43 45 188 



 

47 
 

～4 年 2 0 3 2 3 1 11 

～5 年 5 0 3 1 7 8 24 

～6 年 0 1 2 2 0 0 5 

～7 年 0 0 0 0 2 2 4 

～8 年 0 0 0 1 2 0 3 

～9 年 0 0 0 2 1 0 3 

～10 年 0 0 0 0 0 1 1 

不明 0 0 1 0 0 0 1 

合計 15 14 35 35 44 45 188 

 

（３）歩き方/踏破年度別人数 

 2019 2020 2021 2020 2023 2024 合計 

南に向かって 8 10 16 18 18 21 91 

北に向かって 5 2 10 11 12 14 54 

それ以外のルート 2 2 9 6 14 10 43 

合計 15 14 35 35 44 45 188 

 

全線踏破挑戦者（2025/3/31 時点 312 名） 

（１）居住地別人数              （２）歩き方別人数 

北海道 6 

東北 179 

 青森県 16 

岩手県 32 

秋田県 7 

宮城県 100 

山形県 5 

福島県 19 

関東 90 

中部 10 

近畿 4 

中国 2 

四国 1 

九州沖縄 3 

海外 17 

合計 312 

 

 

南に向かって 111 

北に向かって 128 

それ以外のルート 62 

未定 11 

合計 312 
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考察、及び今後の展開 

利用者の増加に伴い、HP、SNS共に閲覧者数もしくはフォロワー数が増加傾向にある。安全に

歩いてもらうための注意情報や路線変更後のルート情報などを一人でも多くのハイカーに注意

深く見て欲しいと思い、HPに掲載したものは、MCTに関連するフェイスブックページやコミュニテ

ィグループ（ロビンルイスさんが管理する外国人向けも含む）に情報をシェアしている。その他、

ＨＰのブログには「ハイキングで気を付けて欲しいこと」として、問い合わせの多い危険生物や渡

渉、島歩きに等ついて掲載した。引き続きハイカーに役立つ情報発信を行っていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

 (1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

(人件費含む) 

 (1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 

 

 

  



 

49 
 

事業種別 
(1)-④トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる

啓発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-6 

事業名 

業務名 

おでかけ・みちこ 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 三陸ジオパーク推進協議会、川口印刷工業 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐： 板橋真美、坂本麻由子（NPO 会員） 

実施内容 

【事業概要】 

東北 7 県のみちの駅を中心に毎号 10 万部発行されるフリーペーパー、『おでかけ・みちこ』に、

みちのく潮風トレイルの情報を掲載し、みちのく潮風トレイルの周知に取り組んだ。 

【目的】 

三陸自動車道が完成し、沿岸部への人の流れが変わっている。これまで沿岸部の国道 45 号を

通り、国道沿いの各種施設を利用していた自動車ユーザーは目的地から目的地に短時間で到

達できる高速道路を利用するようになり、沿岸部施設への立ち寄り件数が減っている。 

本取り組みでは、そのような自動車で移動する人々に、車で沿岸部に来てもらうため、一部トレイ

ルを歩き、八戸線や三陸鉄道を利用しスタート地点に戻る、というトレイルの楽しみ方を提供し

た。車で沿岸部に訪れる機会を設け、トレイルを歩くことで長時間滞在を可能にし、沿岸地域経

済の振興を後押しすることが目的である。昨年度に引き続き三陸ジオパーク推進協議会と協働

した。 

【実施内容】 

「みちのく潮風トレイルを歩こう！～地元オリジナルマップ片手にディープジオ旅～」というタイト

ルで、2024 夏号、秋号、冬号に記事を掲載した。市町村が発行するトレイル地図が入った観光

マップ（地元マップ）を 1 泊 2 日のモデルコースで紹介した。 

vol.49 2024 夏号（2024 年 6 月 25 日発行） 洋野町トレイルマップ 

vol.50 2024 秋号（2024 年 9 月 25 日発行） 宮古市トレイルマップ 

vol.51 2024 冬号（2024 年 12 月 25 日発行） 陸前高田市 広田半島ルートマップ 
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参考：読者からの感想（一部抜粋） 

 

考察、及び今後の展開 

令和４年度からの継続事業として、三陸ジオパーク推進協議会と連携して紙面の作成に挑ん

だ。ライターの手配、ページ構成等を当法人が担当し、ジオパーク側は取材サポートとガイド費

用負担など連携して行った。読者の声も媒体に寄せられ、企画は好評だったと感じられた。実際

に「おでかけみちこ」を道の駅で手にしたことをきっかけに、みちのくトレイルを歩き始めたという

ハイカーもいた。本企画は令和６年度をもって終了するが、今後も機会があれば、車で東北を旅

している層に向けての広報も別の形で行っていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

 経費 

(人件費含む) 

 売上  
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事業種別 
(1)-④トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓発

及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-7 

事業名 読売新聞コラム「陸奥讃歩」 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 読売新聞 

担当者 業務主任：板橋真美   業務補佐： 岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

令和 6 年 4 月から、読売新聞の朝刊（宮城・青森・岩手・福島県内版）およびオンラインにて隔週

（第２・４水曜日）に「陸奥讃歩 ～私とみちのく潮風トレイル～」というコラムを連載していただくこ

とになった。 

【目的】 

読売新聞のコラム連載の機会をいただき、ハイカーや地域の方、管理運営に関わる方にみちの

く潮風トレイルへの思いを綴っていただくことで、新聞やネットニュースを通じてトレイルの周知を

図り、また思いに共感する人を増やすことを目的とする。 

【実施内容】 

4 月からの一年間で 22 名の方に寄稿をお願いした。それぞれのみちのく潮風トレイルとの関わり

や、歩き旅の思い出、地域への思いなどを 750 文字で綴っていただいた。掲載後は、みちのく潮

風トレイルのフェイスブックで記事を紹介（執筆者と新聞社の了承済み）した。 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   （左）掲載紙面と（上）オンライン記事 
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考察、及び今後の展開 

環境省のグリーン復興プロジェクトが進められ、その中で取り組みが始まったみちのく潮風トレイ

ル。ルート選定のワークショップに参加した地域の方や、トレイルや地域の魅力を知り、何度も足

を運んで下さるハイカーの皆さん、そして、ハイカーのために道の整備に関わって下さっている

ボランティアさんや行政の方、商店や宿の皆さんなど、トレイルは多くの方が関わり、育てていた

だいている。これからも沢山の方にご協力をいただき、長く続くコラムにしていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 

 

経費 

(人件費含む) 

0 円 売上 0 円 
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事業種別 
(1)-④トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓発

及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-8 

事業名 みちのく潮風トレイル動画撮影 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 NHK エンタープライズ 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐： 板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

「髙橋庄太郎さんと土屋智哉さんが歩く みちのく潮風トレイル～森 里 川 海 豊かな恵みを感

じる道～」という 25 分の動画を制作した。 

【目的】 

NHKエンタープライズの協力で、「テレビで紹介されるような解説付きの親しみやすい」
みちのく潮風トレイルの動画を制作し、今後のプロモーションに広く活用することを目的
とした。 
【実施内容】 

宮城県出身のアウトドアライターの高橋庄太郎さんと、日本のロング・ディスタンス・トレイル文化

を牽引してきた三鷹のウルトラライトハイキングギアのお店、ハイカーズ・デポのオーナー土屋智

哉さん。北海道や西表島を共に旅し、共著もある仲の良い 2 人が、みちのく潮風トレイルの南三

陸町志津川をスタートし、ゴールの金華山までを歩く 25 分間の PR 動画を制作、YouTube で公

開した。 
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考察、及び今後の展開 

これまでは、環境省などの依頼を受け、映画監督やハイカーに相談し、歩く人の心象風景を映

すような作品や、地域の人とハイカーの声を集めたしっとりしたインタビュー集など静かな映像を

制作してきた。インパクトのある音楽の着いたプロモーション動画もあるが、短い映像を視覚と音

楽で伝えるタイプのものがほどんどであったため、「テレビ番組」のような理解しやすく短すぎない

動画を作りたかった。今回、NHK エンタープライズ様に制作を引き受けていただき、NPO の自主

事業としてのプロモーション動画が完成したので、各方面で広く活用していただきたい。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

経費 

(人件費含む) 

(1)-⑦-1 に 

含まれる 

売上 (1)-⑦-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-④トレイルや地域の歴史、自然、文化に関わる啓

発及び情報発信事業 

事業 

番号 
(1)-④-9 

事業名 

業務名 

第１1 回 MON ミーティング 

期間 令和６年 11 月 16 月～令和６年 11 月 17 日 

委託元  

関係団体 みやぎ野外教育ネットワーク 

 

担当者 業務主任：相澤久美   業務補佐：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

令和 4 年に所属した「みやぎ野外教育ネットワーク（通称：ＭＯＮ）」で毎年開催しているイベント

で、今回は第 11 回を迎え大崎市川渡地区で活動している鳴子温泉もりたびの会の主催で開催

された。今回のテーマは「野外教育×地域」をテーマに６つの分科会とメイントークセッションが

行われた。当法人からは晴山が「ロングトレイル×地域 ：ロングトレイルを通じた地域との関係づ

くり」と題した分科会のモデレーターを務めた。 

【目的】 

MON は宮城県内の産学官民９団体が所属しており、主に会員を対象に交流事業、指導者養成

事業を行い野外教育・活動者の質を向上させ維持することを目的としている。今回は自然体験

活動には地域環境の保全と、住民の方々の理解と協力が不可欠であることを再認識し、地域に

どのような価値を提供し、今後、どのように共に歩んで行くのか自分たちの歩みを見つめ直し、

地域に入り込んで活動する多くの野外指導者に対して、未来に向けての視座を得ることを目的と

して開催された。 

【実施内容】 

参加者数 岩手県、宮城県・福島県の野外教育、保育教育に関わる事業者 

１日目： 

・ワークショップ①-１「野外教育の世界地図」 

モデレーター：岡村泰斗（幼少年キャンプ研究会） 

・ワークショップ①-２「幼児期の育ち×野外教育：幼児期における野外教育の必要性」 

モデレーター：中津範洋（キッツ森のようちえん） 

・ワークショップ①-３「環境へのインパクトＶＳ環境教育活動」 

モデレーター：住吉利允（くりこま高原自然学校） 

・全体会①「自然学校が地域に及ぼす価値」 

スピーカー：岡村泰斗 

２日目： 

・分科会①-１「ロングトレイル×地域 ：ロングトレイルを通じた地域との関係づくり」 

モデレーター：晴山功 
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・分科会①-２「漁村留学がこどもと地域にもたらす影響」 

モデレーター：安田健司（MORIUMIUS） 

・分科会①-３「野外で使えるロープワークスキル」 

モデレーター：塚原俊也（くりこま高原自然学校） 

・分科会②-１「資格いる？いらない？：資格の本質と価値を紐解く」 

モデレーター：岡村泰斗 

・分科会②-２「民間団体＆国立施設：民間団体や国立施設の自然体験活動から見えてくる子

どもの現状や自然体験活動の今を考える」 

モデレーター：千葉拓也 (ぴぃす☆かんぱにぃ)、田口康宏（国立花山青少年自然の家） 

・分科会②-３「野外の歩き方：ナビゲーションテクニック」 

モデレーター：井上望（仙台大学） 

・全体会②「みちのくの自然学校：つなげよう自然学校の輪」 

モデレーター：齋藤理（鳴子温泉もりたびの会） 

スピーカー：黍原豊 （岩手県：三陸駒舎）、進士陽平（福島県：あぶくまエヌエスネット） 

・全体会③「みやぎの自然学校：私たちは宮城に何を残せるのか」 

モデレーター：齋藤理 

スピーカー：岡村泰斗、塚原俊也、安田健司 

考察、及び今後の展開 

宮城の野外教育・野外活動分野の第一人者がそれぞれの専門分野においてワークショップが

行われ普段携わることがない 

来年度以降は、若手の職員にも参加してもらい知識・技術の向上と他団体との交流を図ってい

きたい。 

事業費 

（受託金額） 

0 円 経費 

（人件費含む） 

0 円 売上 0 円 
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（1）-⑤ トレイルに関わる調査・研究事業 

 本事業年度は実施なし。 

（1）-⑥ トレイルに関わる人材育成・ガイド養成事業 

 本事業年度は実施なし。 
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事業種別 
(1)-⑦ 上記目的を達するために必要な施設等の活用

及び受託管理事業 

事業 

番号 
(1)-⑦-1 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター管理運営等業務／（1）センター管理

業務、（2）ハイカー来館者等へのサービス提供事業（令和 5 年度みちのく潮風ト

レイル名取トレイルセンター管理運営等業務） 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体  

担当者 業務主任：板谷学   業務補佐：板橋真美 

実施内容 

【事業概要】 

（１） 名取トレイルセンターの清掃および展示施設の点検管理を行う。（２）来館者およびハイカ

ーへ各種サービスを提供する。 

【目的】 

（１） 施設の衛生環境を維持管理し、利用者が快適に過ごせる環境を整える。（２） 名取トレイル

センターはハイカーや地域住民、観光客等が利用するため、それぞれの対象に向けた情報提

供や館内の利用案内等を行う。 

【実施内容】 

（１）清掃および点検管理 

① 清掃業務 

センターの利用環境を快適に維持するため、日常清掃と定期清掃を実施した。 

② センターの点検等業務 

展示施設の点検管理（日々の閉館時の施設の消灯や各部屋の施錠、見回り等も含む）を

行った。また、風雨が強く自動ドアの隙間から館内への浸水があった際は環境省に報告を

行った 

（２） 情報提供および利用案内 

① 利用者への情報提供 

ハイカーに必要な情報をセンター窓口で情報提供し、センターの展示に記載・掲示、展示

資料を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

来館ハイカー展示コーナー ふくしま浜街道トレイルの展示 
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さらに、ウェブサイト等に日英併記で掲載しハイカーへの周知を図った。トレイル全般に対し

ての電話、メール、対面等による利用者からの問合せに対応した。 

 

・ 年間来館者数：18,247 名（内、ハイカー数 1,672 名）。※表 1 参照 

・ 問合せ件数：電話 223 件、メール（フェイスブック含む）85 件。 

主な問合せ対応は表 2 のとおり。外国人からの問合せについては表 3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表１）センター来館者数 
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問合せ内容 回答・対応 

宿から宿への荷物搬送に

ついて 

MCT上で荷物搬送サービスに取り組んでいる旅行会社（みちの

くハイカーズ、インアウトバウンド仙台・松島）や、インバ

ウンド向けに荷物搬送込みの MCTツアー商品を企画・販売し

ている旅行会社の問い合わせ窓口を案内した。 

おすすめのセクシ

ョンについて 

トレイルセンターHP 掲載の「新しい東北」ガイドブックのモ

デルコース及び外国人ハイカー向けの各種サイトや SNSを紹

介した。 

Hiking Map Book と DATA 

BOOKは海外発送可能か 

TRAIL GATE のオンラインショップを案内し、海外からの注文

にも対応した。 

宿やキャンプ場の情報が

知りたい 

外国人ハイカー向け非公式ファンサイト”Michinoku Coastal 

Trail”のグーグルマップを参考にするよう案内した。 

MCT 沿線の気候について 各地の平均気温や、日の出、日の入り時間などは認定 NPO法

人みちのくトレイルクラブ HPに掲載している Q＆A集を参考

にするよう案内した。 

 

 

② 館内施設の利用案内 

来館者に対し施設の利用案内を行う他、館内施設（講義室、会議室、実習室、シャワー）等の

予約対応、貸室利用対応を行った。また、希望する貸室の利用者には MCT 及び名取トレイ

ルセンターについてのレクチャー（概要説明）を行った。 

 

問合せ内容 回答・対応 

トレイル沿線の宿泊

施設等について 

宿泊施設、野営場については可能な限り回答した。 

トレイルの歩き方に

ついて 

計画の立て方や装備、服装、靴などについて回答した。 

ハイキング相談会（個別・集団）も要望があれば窓口にて都度

行った。 

ルートの距離 データブックに基づき回答した。 

通行止め等路体の状

況について 

HPの注意情報を案内した。 

館内施設貸

出 

利用規程に沿った内容で当日空きがあれば貸出手続きをした。 

イベントについての

問合せ、申込み 

都度対応した。 

トレイルセンター野

営場 

野営場の予約方法や料金等について回答。野営場特設 HPを案

内した。 

Hiking Map Book の

販売 

販売施設や通販での購入方法を案内した。 

（表 2）主な問い合わせ対応（窓口、電話メール） 

（表 3）外国人からの問い合わせ 
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・講義室の利用実績（合計 49件、1,693人） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11月 12 月 １月 ２月 3 月 合計 

団体数 3 6 10 6 4 2 8 0 ２ 1 １ 6 49 

人数 87 132 528 250 105 95 191 0 55 15 30 205 1693 

 

・会議室の利用実績（14団体、198人） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11月 12 月 １月 ２月 3 月 合計 

団体数 ０ ０ １ １ １ ０ ２ １ ２ ２ １ 3 14 

人数 ０ ０ 10 ６ ８ ０ 24 15 60 17 30 28 198 

 

・実習室の利用実績（8団体、123人） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11月 12 月 １月 ２月 3 月 合計 

団体数 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ３ １ １ 1 8 

人数 ０ ０ 10 ６ ０ ０ ０ ０ 71 11 ５ 20 123 

 

・施設利用者に対して、トレイルやその取組み等についてレクチャーをした。 

施設利用者へのレクチャー実績（合計 24団体、630名） 

 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11月 12 月 １月 ２月 3 月 合計 

団体数 0 3 4 1 4 0 5 1 3 1 1 1 24 

人数 0 95 130 40 95 0 110 15 80 10 5 50 630 

考察、及び今後の展開 

令和６年度の来館者数、ハイカー数ともに前年と比べ大幅に伸びている。特に欧米豪中心に外

国人ハイカーの来館は多かった。近年、海外メディアで MCT が紹介される機会が増え、歩いた

外国人ハイカーが SNS などで情報を拡散してくれたことで、新たなハイカーを MCT に誘致する

ことに繋がっていると推察する。センターで出会った国内外のハイカー同士がトレイルの情報交

換をしたり一緒に話をしたりして楽しむ姿が見られた。施設の維持管理に関しては、グリーンメン

バーの皆さんの存在がとても大きく、園庭の除草作業や窓清掃、年末の大掃除など職員では手

が回らないところで助けていただく機会が多く、大変有難かった。来館者に快適に過ごしていた

だくために引き続き日々の清掃や点検など怠らずに行っていきたい。 

事業費 

（受託金額） 

13,019,237 円 

 

経費 

（人件費含む） 

12,871,316 円 次期 

繰越金 

147,921 円 

 
 
 

（表 4）施設利用件数及びレクチャー実績 
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事業種別 
(1)-⑦ 上記目的を達するために必要な施設等の活用

及び受託管理事業 

事業 

番号 
(1)-⑦-2 

事業名 

業務名 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会業務 

期間 令和 6 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元 みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会（名取市） 

関係団体  

担当者 協議会副会長：佐々木豊志、業務主任：相澤久美 

センター長：板谷学、副センター長：板橋真美 

業務は職員全員で実施 

実施内容 

【事業概要】 

みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター運営協議会の事務局として、MCT、及び名取トレイ

ルセンターの管理運営に関する事業を実施した。 

【目的】 

協働する自治体、地域事業者、住民の方々のトレイルやハイキングに関する理解を促し協力を

得ること、また多くのハイカーに来訪してもらい、地域の方々と交流を産み出し、東北沿岸の復興

と更なる振興に資することを目的とし実施した。地域の方々のトレイルやハイキング、ハイカーに

対する理解は、MCT を歩いてくれるハイカーが地域の方々と交流する中で自然に進めてくれて

おり、名取トレイルセンターでは、ハイカーが安心安全にトレイルを歩くことができるよう必要な情

報発信を収集発信し、地域の方々とハイカーの交流がよりよく進むことを目的とし運営された。 

【実施内容】 

事業 1 みちのく潮風トレイルの管理運営に関する事業／事業(1)-②-１詳細記載 

① 統括本部として、以下の事業を行った。 

・路線の再設定支援、運営計画構成員との連絡調整、運営計画構成員からの情報収集、運

営計画構成員への提供・指示、状態把握（一斉巡視等）の声がけ 

・管理台帳の管理・更新・共有 

・環境省直轄区間の維持管理業務 

・整備ボランティアの募集と管理 

・利用者情報の収集 

・地域連絡会の開催支援 

・サテライト連絡会の開催 

・旅行会社等への情報提供 

・イベント用具類の管理・貸出 

・日本ロングトレイル協会など関係他団体との情報交換 

② 東松島市から相馬市区間のサテライトとして、以下の事業を行った。 

・各構成員との連絡調整、情報収集・提供、状態把握（一斉巡視等）の声掛け 
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・現地調査 

・地域連絡会の開催 

事業 2 ハイカー、来館者等へのサービス提供事業／事業(1)-⑦-1 に詳細記載 

ハイカー、来館者等へのサービスとして以下の事業を行った。 

・窓口・電話・メール問合せ対応 

・館内案内、来館者へのレクチャー 

・来館者への観光等情報の提供 

・書籍・映像媒体の管理 

・館内展示 

事業 3 環境教育プログラム等提供事業 

交流人口の拡大、環境保全・自然保護への理解・参画を推進するため、以下の事業を行っ

た。 

・地域資源を活かした環境教育プログラム等の提供 

・センターや地域資源を活用したプログラムを実施する他団体の情報収集及び連携体制の

構築 

事業 4 地域交流促進事業 

周辺地域住民の地域交流を促進し、また、国内外からの来訪者と地域住民、来訪者同士の交

流を促進するための事業として、以下の事業を行った。 

・名取トレイルセンター TRAIL DAYS（２日間）、数珠繋ぎハイキング（年間 10 回実施） 

・センター周辺の施設等の情報発信 

・館内施設の貸室対応 

事業 5 センター維持管理事業 

センターを適切に管理運営するために、以下の事業を行った。 

・館内及び敷地の清掃 

・設備の点検 

・開館時間の延長 

事業 6 その他、事業の理念・目的を達成するために必要な事業 

・運営協議会会長のトレイルの視察及び山田町、野田村への表敬訪問 

 

事業 1：地域連絡会 

 

事業 1：サテライト連絡会 
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事業 2： ハイキング相談会 

 

事業 3：清掃活動（名取市） 

 

事業４：数珠繋ぎハイキング 

 

事業 4：名取トレイルセンター TRAIL DAYS 

 

 

 

 

 

 

 

事業 4：閖上浜での植栽活動と観察会 

 

 

 

 

 

 

 

事業 6：大槌町、釜石市、岩泉町への表敬訪問 

考察、及び今後の展開 

地域連絡会においては、自治体以外の地域事業者の参加が少しずつ増えており、地域全体で

トレイルを活用しようという機運が盛り上がりを見せている。さらに、地域住民の主体的なトレイル

整備やハイカーへの協力（サポーター登録など）も増えた。１1 月には名取トレイルセンター運営

協議会・山田会長、三陸復興国立公園管理官事務所・伊藤所長とトレイルルート（UMIDA 吉里

吉里～波板ヴィレッジ、大槌駅～城山公園～おしゃっち、浜の駅おもと愛土館～熊の鼻展望

台）を視察し、大槌町、釜石市、岩泉町に表敬訪問を行った。 

地域交流促進事業のひとつである「数珠繋ぎハイキング」は、初心者にも MCT を体験していた

だけるようにと令和３年１０月から開始したものだが、令和６年度は相馬市から北に向かってスタ

ートしており、今年度も毎回定員に達する人気イベントとなっている。このイベントを通じて MCT

ファンになり、様々なイベントに積極的に参加される方も見受けられた。また、１０月にはテント泊

２泊３日で相馬市から亘理町まで歩くイベントを開催し、５名の方が参加した。 

施設運営は 5 年目に入り、1 年間様々な取り組みが行われたが、それぞれの職員が意見を出し
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あい、新たな取り組みをすることで少しずつファンの獲得につながっている。４月には名取トレイ

ルセンターにて三回目の「名取トレイルセンター TRAIL DAYS」を開催し、二日間で約３００名が

来館した。このイベントを通じて、名取市や閖上地域の方々との交流も深めることができた。環境

省の施設であることを踏まえ、より公共性の高い活動を意識し取り組んでいきたい。 

 

事業費 

（受託金額） 

7,750,000 円 

 

経費 

（人件費含む） 

7,805,810 円 次期 

繰越金 

-55,804 円 
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事業種別 
(1)-⑦上記目的を達するために必要な施設等の活用

及び受託管理業務 

事業 

番号 
(1)-⑦ -3 

事業名 

業務名 

野営場運営、野営場予約サイト運営 

名取トレイルセンター野営場等の管理運営業務 

期間 令和６年 4 月 1 日〜令和７年 3 月 31 日 

委託元 東北地方環境事務所 

関係団体  

担当者 業務主任：相澤久美   主担当：晴山功 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター野営場の利用者への対応及び、委託施設の維持管理、周辺施設や関係

団体等と連携してサービス向上に努めた。 

【目的】 

当該施設は、MCT を歩くハイカーへのサービス提供だけでなく、オートキャンプやデイキャンプ

等のレクリエーションの機会やサービスを提供することにより周辺地域住民をはじめとする人々が

交流する場として管理運営されることを目的としている。 

【実施内容】 

① 利用者への対応 

(ア) 利用予約の受付及び調整 

(イ) 施設利用料金の徴収 

(ウ) 施設利用方法の説明 

(エ) 名取トレイルセンター、及び周辺観光施設の案内 

(オ) ウェブサイトなどによる施設の広報 

(カ) 年少者、高齢者、障がい者等へのサポート 

(キ) 窓口対応、各種問い合わせへの対応 

(ク) 要望、苦情、トラブル、緊急時等への対応 

(ケ) テント設営時のアドバイス 

② 野営場施設の維持管理 

③ 野営場施設の点検及び修繕 

④ 水抜き作業（水道の凍結が想定される際） 

⑤ 芝刈り払いと除草 

⑥ 樹木点検 

⑦ 清掃ならびに廃棄物の回収及び破棄 

⑧ バイオトイレの点検及び清掃 

⑨ 備品管理 

⑩ 忘れ物の回収、保管、返却 

なお、東北地方環境事務所による名取トレイルセンター園地の整備工事のため４月～６月の間
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はフリーテントサイト、焚き火キャンプサイトの利用を中止し、代替えとして生物多様性ゾーンの

一角で臨時に区画サイトを６区画運用した。 

考察、及び今後の展開 

キャンプブームが下火である中、県内外からの着実なリピーターやファン、新規誘客が

できている。ハイカーの利用者は前年比 116％と増加しており特に国外からのハイカー

の利用者も増えている。中にはハイキング前後に数日間野営場に滞在し、朝市など閖上

地区で観光しているハイカーもいる。前年度に計画していたハンモック貸出しについ

て、収益事業部と連携し実施することが出来た。利用者の幅を広げるために名取市受託

事業としてキャンプ初心者の親子キャンプ教室を開催し、来年度も 10月に開催予定であ

る。また、閖上公民館と連携しキャンプ初心者向けの事業を開催し、当職員を講師とし

て派遣し当野営場への誘客を図った。 

アンケートで要望の多いセンター内トイレ・シャワーの利用時間延長について繁忙期に

試運用を継続して行い、来年度の受託事業更新時に契約内容を更新する予定である。 

引き続きハイカーや周辺地域住民をはじめとする野営場利用者へのサービス向上に積極的に

取り組み、来年度以降の収益事業実施に向け準備を行いたい。 

事業費 

（受託金額） 

3,250,660 円 経費 

（人件費含む） 

600,320 円 売上 2,650,340 円 
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●野営場売上状況 

 

※総利用者数 2,028名中ハイカー168名（ハイカーの内外国人 20名） 

※のべ人数 

前年比 総利用者数 0.9倍、ハイカー1.75倍 

 

●アンケート回収件数 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10

月 

11

月 

12

月 

1 月 2 月 3 月 合計 

27 68 28 21 28 58 47 48 37 33 27 14 436 

 

※以降の「利用者属性」は野営場利用件数：999 件中、アンケート回答協力件数：436 件

（44%）の数値です。 

未回答の設問があるため、各設問の合計数は合致していません。 

●利用者属性（年間累計） 

 

 

 

 

フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計
予約可能数(件) 182 145 78 130 535 249 160 86 140 635 260 150 78 130 618 270 180 93 155 698
利用実績数(件) 24 30 14 21 89 45 30 21 46 142 19 9 17 26 71 36 6 22 32 96
稼働率(%) 13% 21% 18% 16% 17% 18% 19% 24% 33% 22% 7% 6% 22% 20% 11% 13% 3% 24% 21% 14%
利用人数(名) 43 33 19 59 154 110 49 32 126 317 85 21 60 91 257 89 6 48 93 236
協力金 55,880 29,040 30,690 122,320 237,930 105,720 37,740 60,720 271,590 475,770 44,440 7,920 50,270 152,570 255,200 99,880 5,280 66,990 193,380 365,530

フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計
予約可能数(件) 260 155 78 130 623 260 150 78 130 618 260 155 78 130 623 240 150 72 120 582
利用実績数(件) 29 8 22 31 90 40 3 25 34 102 64 21 33 38 156 19 8 18 28 73
稼働率(%) 11% 5% 28% 24% 14% 15% 2% 32% 26% 17% 25% 14% 42% 29% 25% 8% 5% 25% 23% 13%
利用人数(名) 49 8 33 101 191 74 3 47 85 209 85 21 60 91 257 39 9 32 68 148
協力金 55,660 7,040 52,690 199,180 314,570 82,940 2,640 68,090 192,520 346,190 112,200 18,260 88,990 213,730 433,180 42,020 7,920 51,260 161,920 263,120

フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計 フリー ハイカー 焚き火 オート 合計
予約可能数(件) 230 155 69 115 569 28 155 12 115 310 0 145 0 125 270 0 155 0 135 290
利用実績数(件) 14 2 18 24 58 8 5 6 34 53 0 2 0 30 32 0 13 0 24 37
稼働率(%) 6% 1% 26% 21% 10% 29% 3% 50% 30% 17% #DIV/0! 1% #DIV/0! 24% 12% #DIV/0! 8% #DIV/0! 18% 13%
利用人数(名) 26 2 28 64 120 10 5 9 65 89 0 3 0 76 79 0 20 0 57 77
協力金 30,360 1,760 45,540 142,010 219,670 16,500 4,400 14,850 174,130 209,880 0 2,640 0 186,340 188,980 0 13,420 0 134,090 147,510

フリー ハイカー 焚き火 オート 合計
予約可能数(件) 2,239 1,855 722 1,555 6,371
利用実績数(件) 298 137 196 368 999
稼働率(%) 13% 7% 27% 24% 16%
利用人数(名) 610 180 368 976 2,134
協力金 645,600 138,060 530,090 2,143,780 3,457,530

6月 7月

2月 3月

9月 10月 11月

12月 1月

4月 5月

年計

8月

人数 割合
男性 736 66%
女性 383 34%
合計 1119 100%

累計
性別 人数 割合

５歳以下 74 7%
6歳〜12歳 99 9%
13歳〜19歳 53 5%
20代 158 14%
30代 235 21%
40代 307 27%
50代 179 16%
60代 25 2%
70歳以上 4 0%
合計 1134 100%

累計
年齢
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人数 割合
初めて 222 51%
２回目 69 16%
３回以上 143 33%
合計 434 100%

累計
利用回数

件数 割合
0泊 3 1%
1泊 405 93%
2泊 20 5%
3泊以上 8 2%

436 100%

累計
宿泊数

人数 割合
ハイキング 20 4%
キャンプ 414 89%
デイキャンプ 6 1%
イベント参加 10 2%
ワーケーション 0 0%
観光 13 3%
合計 463 100%

累計
利用目的

人数 割合
ソロキャンプ 97 21%
友人・知人と 156 34%
家族・親族と 205 45%
合計 458 100%

累計
誰と利用したか
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事業種別 
(1)-⑧ その他、第 3 条の目的を達成するために必要と

認められる事業 

事業 

番号 
(1)-⑧-1 

事業名 

業務名 

路線協議／データブックとハイキングマップブック改定 

期間 令和 6 年 4 月１日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 環境省東北地方環境事務所、一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所 

担当者 業務主任：松川亮太   業務補佐：岡海咲 

実施内容 

【事業概要】 

「みちのく潮風トレイル運営計画」において、MCT の路線地図は、名取トレイルセンター運営協

議会事務局がその役割を担う統括本部が作成・発信することとされていることから、現在当該協

議会の事務局を務める当法人では令和 2 年 10 月より「Hiking Map Book」を販売し、利用者に路

線情報を届けている。 

一方、MCT の路線設定主体は環境省東北地方環境事務所であり、路線の再設定の必要性が

生じた場合は、構成員と東北地方環境事務所が協議を行うこととされているため、路線変更が必

要箇所については、路線変更の手続きが行われるよう環境省東北地方環境事務所に働きかけ

を行った。 

また、データブックとハイキングマップブック改訂について、一般社団法人トレイルブレイズハイキ

ング研究所に委託しているため、路線変更の進捗状況について適宜情報提供した。 

【目的】 

MCT 全線開通から 5 年が経過する中で、道路工事の進捗による道路状況の変化等が発生し、

一部の箇所で利用者に情報提供している路線図と道路状況に齟齬が生じている。MCT は道標

を見て歩くのではなく、地図を携帯して歩くことを前提としており、スルーハイクやセクションハイク

の計画を立てる上でも路線地図は必要不可欠な情報源である。路線地図の改訂を行い、利用

者が安全に歩き、MCT を楽しむことができるようにすることを目的に本事業を行った。 

【実施内容】 

⑥ 路線変更の情報収集 

現在、路線変更の手続きが行われたものについて、各管理官事務所等から情報を収集し

た。 

⑦ データブックとハイキングマップブックの改訂指針検討 

ハイカーの利便性向上を考え、データブックとハイキングマップブックの掲載情報やレイアウ

トについてトレイルブレイズハイキング研究所と検討を行った。 

⑧ データブックとハイキングマップブックの改訂箇所の情報収集 

現在のデータブックとハイキングマップブックに掲載されている情報について、改定すべきポ

イントを各サテライトと各管理官事務所等から収集し、取りまとめた。 
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考察、及び今後の展開 

路線変更は環境省東北地方環境事務所によって行われるが、事務所内での手続きフローやマ

ニュアルが整備されておらず、管理官事務所ごとに所管する路線の距離や市町村数が異なるこ

とから、これまで手続きの進捗が芳しくなかったという経緯があった。路線図は利用者の安全に

直結する情報であることから、引き続き、環境省東北地方環境事務所と連携していくとともに、担

当官の異動によっても滞りなく路線変更が行われるように、手続きフローやマニュアルを整備した

い。 

事業費 

（受託金額） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

経費 

（人件費含む） 

(1)-②-1 に 

含まれる 

売上 (1)-②-1 に 

含まれる 
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事業種別 
(1)-⑧ その他、第 3 条の目的を達成するために必要

と認められる事業 

事業 

番号 
(1)-⑧-2 

事業名 

業務名 

TRAIL GATE／オリジナル商品の販売 

期間 令和 6 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 株式会社ハイランドデザイン、合同会社マトイクリエイティブ、株式会社サンコー

富田、株式会社フリゴレス、株式会社ソーズカンパニー、玉屋 DESIGNS 

担当者 業務主任：柳田真澄  業務補佐：板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

みちのくトレイルクラブオリジナルグッズを店頭、オンラインショップで販売中。令和６年度は新た

に、T シャツ新色 2 種、オリジナルキャップ、オリジナルワッペンを追加し販売した。 

【目的】 

名取トレイルセンターは、MCT を歩くハイカーや地域住民、観光客が訪れる施設である。オリジ

ナルグッズは、ハイカーにとって歩く目印となり、完歩後には思い出の品として手に取ることがで

きる。これらのグッズを通じて、MCT とハイカーの関係を深めることを目的としている。 

地域住民や観光客にとってもお土産として親しまれ、MCT への関心を高めるきっかけとなる。 

新たに販売を開始したオリジナルキャップ、オリジナルワッペンは、より日常的に身に着けやすい

グッズとなり、トレイル上だけでなく、トレイルから外れた街中での交流のきっかけとなった話をハ

イカーから聞いている。 

【実施内容】 

① オリジナル商品の販売 

・T シャツ（グレー、ネイビー、海ブルー、砂浜イエロー）←令和６年度新色追加 

・缶バッジ・ステッカー・財布 

・タンブラーボトル 

・ピンバッチ（デザインは環境省が作成したものを踏襲） 

・ハイキングパスポート 

・オリジナル手ぬぐい(紺色、水色) 

・オリジナルコーヒー 

・オリジナルキャップ←令和６年度追加 

・オリジナルワッペン←令和６年度追加 

② オンラインショップの運営、商品発送対応 

令和 3 年から開設しているオンラインショップにてオリジナルグッズ、Hiking MapBook、

DataBook を引き続き販売した。Hiking MapBook、DataBook は日本国内だけでなく、海外か

らも注文をいただいた。 
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T シャツ新色 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルキャップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルワッペン 

 

考察、及び今後の展開 

令和６年度、オリジナルグッズの製品群拡大を実施した。MCT とハイカーの関係構築一助として

の目的に沿って、新たなグッズ展開を企画していく。 

事業費 

（受託金額） 

10,967,488 円 

 

経費 

（人件費含む） 

10,750,950 円 売上 216,538 円 
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（2）-① 旅行業法に基づく旅行業 

 本事業年度は実施なし。 

 

（2）-② 旅行業法に基づく旅行業者代理業 

 本事業年度は実施なし。 

 

（2）-③ 宿泊施設及びガイドのあっせん事業 

 本事業年度は実施なし。 

 

（2）-④ トレイルに関する旅行商品企画事業 

     本事業年度は実施なし。 
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事業種別 (2)-⑤ トレイル関連商品の販売事業 
事業 

番号 
(2)-⑤-1 

事業名 

業務名 

TRAIL GATE／ハイキングギア・書籍等の販売 

期間 令和６年 4 月 1 日〜令和７年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 株式会社ハイランドデザイン 

担当者 業務主任：柳田真澄   業務補佐：板谷学 

実施内容 

【事業概要】 

令和 3 年度より環境省東北地方環境事務所から国有財産使用許可を受け、名取トレイルセンタ

ー内一部で東京・三鷹の Hiker’s Depot とみちのくトレイルクラブ協働の「TRAIL GATE」というハ

イキングギアショップを運営している。ショップ内ではロングトレイル/ロングディスタンスハイキング

に関連するハイキングギア、関連書籍等を販売した。 

【目的】 

ハイキング文化の発信と、安全にハイキングをするために必要な知識や道具の提案、ハイキング

中のハイカーに必要な補給物資の提供を目的としている。 

【実施内容】 

① ハイキングギアの販売 

バックパック、ハイキングウェア、ガスやアルコールストーブなどの火器類、ツェルト、マットな

どのハイキングギア、その他ヤマビル忌避剤、乾麺などの食料品等、MCT を歩くために必要

になる商品を販売した。 

 

TRAIL GATE 外観 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルグッズ 



 

77 
 

書籍販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットショップ 

考察、及び今後の展開 

令和６年度は売上前年度比約７％増となった。 

当年度は在庫数を減少させ、改めてハイキング文化の発信などに注目した売り場構成を考える

準備期間とした。令和７年度は、ロングトレイル、みちのく潮風トレイルのハイキングに必要な商品

により特化し、来館したハイカーのニーズに応える。 

事業費 

（受託金額） 

3,175,349 円 経費 

 

3,026,654 円 売上 148,695 円 
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事業種別 (2)-⑤トレイル関連商品の販売事業 
事業 

番号 
(2)-⑤-2 

事業名 自動販売機での飲料提供及び洗濯乾燥機の設置 

期間 令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

委託元  

関係団体 （株）ダイドードリンコ、㈱コカ・コーラボトラーズ 

担当者 業務主任：板谷学   業務補佐： 板橋真美 

実施内容 

【事業概要】 

名取トレイルセンター館内及び敷地内にある自動販売機（館内 1 台、屋外 2 台、計 3 台）にて飲

料を販売した。また、家庭用乾燥機付き洗濯機を設置し、ハイカーへのサービス提供を行った。 

【目的】 

名取トレイルセンターを訪れるハイカー等の利用者に対し、休憩時にリフレッシュ出来る飲料を

提供する。また、洗濯を必要とするハイカーに有料で洗濯機を貸し出す。 

【実施内容】 

飲料の自動販売機は、（株）ダイドードリンコ 2 台と（株）コカ・コーラボトラーズ 1 台の計 3 台を設

置している。環境への配慮から、自動販売機の中にはリサイクルペットボトルを用いた製品と缶

製品のみを補充してもらえるよう依頼し、使い捨てプラスチックの削減につながるよう協力してい

ただいている。なお、館内の自動販売機ではハイカー向けにスナック菓子も販売している。 

  

 

 

 

 

 
館内の自動販売機   屋外（野営場側）の自動販売機           洗濯機 

考察、及び今後の展開 

当法人ではセンター開館以来、自動販売機を設置契約のもと 2 社と提携している。稼働率が高

いとは言えない状況ではあるが、ハイカーや野営場利用者へのサービスとして飲料提供は必要

であるため、今後も継続していく。洗濯機は厚めの衣類は乾きづらく、乾燥機設置についてはハ

イカーからの要望もあったため、次年度は乾燥機を購入する予定である。 

事業費 

（受託金額） 

(2)-⑤-1 に

含まれる 

経費 

(人件費含む) 

(2)-⑤-1 に 

含まれる 

売上 (2)-⑤-1 に

含まれる 

 


